
～８月末現在～

総人口　37,367（－46）
　男 　17,690（－26）
　女 　19,677（－20）
世帯数　16,112（－19）

転入　  　　73人
転出　  　103人
出生　  　　22人
死亡　  　　38人

（　）内は、前月との差人のうごき
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今月特にお知らせしたいこと

　とても活発で気の優しいお兄ちゃんと、マイペースでとっても冒
険心の強い弟です。2人とも１歳になると同時から保育園に通って
います。保育園の先生もとてもよくしてくれるので安心してお任せ
できます。けんかばかりだった兄弟が最近二人で遊べるようになっ
てきました。子どもの成長はうれしいものです。私たちは毎日二人
の笑顔に癒されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者　両親（安並在住）
　　　　　　　　　　　　　　  ※宝物募集については30頁をご覧ください。

元気にすくすく大きくなあれ
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市長説明要旨

行財政改革の実施状況
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10月22日（月）より
仮庁舎で業務を開始します

平成20年４月から新たな
後期高齢者医療制度が始まります

（長男 遥斗くん３歳・二男 楓季くん１歳）
はると ふぶき
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10月22日（月）より
仮庁舎で業務を開始します

　平成20年度から始まる新庁舎の建設工事に先立ち、別館第一棟（市役所前庭）を解体する
ために次の各課業務を仮庁舎において行います。なお、保健介護課は、10月22日（月）より本
庁舎に移転して業務を行います。
　新庁舎完成（完成予定21年度末）までの間、市民の皆さまには大変ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

仮庁舎の場所 駅前町３－15（旧平和会館駅前店）

移転する課等

駐 車 場 等 　車での来庁は、仮庁舎が建っている敷地
の駐車場をご利用ください。駐車場には、
東側および西側の道路から進入できます。
　また、自転車は、仮庁舎の北側に駐輪場
がありますのでご利用ください。

来庁者用玄関 来庁には、建物北
側の出入り口玄関
をご利用ください。

※市役所の代表番号（３４）１１１１から取り継ぐこともできます。

福祉事務所

FAX（３４）１８８０

社会福祉係  （３４）１１２０
保育所係　  （３４）１７８０
生活保護係  （３４）１７８１

観光・商工振興係
 　　　　　 （３４）１７８３

人権推進係 （３５）１０３５

都市整備課
FAX（３４）０６７８

商工観光課

人権啓発課

事務局 　　 （３４）１５２１農業委員会

FAX（３４）２５２５

下水道室　  （３４）６１２９
計画係　  　 （３４）１７８２

●前夜祭（７月27日）

●なかむら踊り・提灯台パレード（７月28日）

●全日本女郎ぐも相撲大会（８月５日）

●鮎つかみどり（８月25日）

●納涼花火大会（８月25日）

※「鮎つかみどり」の鮎は、四万十川中央
　漁業協同組合様より御提供頂きました。
　ありがとうございました。

第３回しまんと市民祭へのご協力ならびに寄付のお礼第３回しまんと市民祭へのご協力ならびに寄付のお礼

　第３回目となった今年の「しまんと市民祭」は天候に

も恵まれ、全日程を無事終了することができました。

　また、今年度は区長会の協力により昨年度以上の御寄

付をいただき、新たな試みとして前夜祭、提灯台出発式

などを行うことができました。これもひとえに市民の皆

さまからの温かい御協力と御寄付によるものと深く感謝

しております。ありがとうございました。

　実行委員会では、この市民祭が皆さまにますます親し

まれる祭りとなりますよう努めてまいりますので、今後

もご協力お願いします。

　　　　　　　　　　　　しまんと市民祭実行委員会

　第３回目となった今年の「しまんと市民祭」は天候に

も恵まれ、全日程を無事終了することができました。

　また、今年度は区長会の協力により昨年度以上の御寄

付をいただき、新たな試みとして前夜祭、提灯台出発式

などを行うことができました。これもひとえに市民の皆

さまからの温かいご協力とご寄付によるものと深く感謝

しております。ありがとうございました。

　実行委員会では、この市民祭が皆さまにますます親し

まれる祭りとなりますよう努めてまいりますので、今後

もご協力お願いします。

　　　　　　　　　　　　しまんと市民祭実行委員会

●前夜祭（７月27日）

●なかむら踊り・提灯台パレード（７月28日）

●全日本女郎ぐも相撲大会（８月５日）

●鮎つかみどり（８月25日）

●納涼花火大会（８月25日）

※「鮎つかみどり」の鮎は、四万十川中央
　漁業協同組合様よりご提供頂きました。
　ありがとうございました。
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６
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主

要
課
題
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

（
抜
粋
）

平
成
19
年
９
月
市
議
会
定
例
会

市
長
説
明
要
旨

２
名
は
露
地
の
小
ナ
ス
・
米
ナ
ス
の
栽
培
を

始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
順
調
な
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
村
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
で
す
が
、
８
月
末
ま
で
に
全
16
集

落
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
農
振
農
用
地
を
中
心
に
５
４
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
農
地
を
保
全
す
る
取
り
組
み
が

実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
活
動
に
対
す
る
地
域
へ

の
交
付
金
は
２
３
０
０
万
円
に
の
ぼ
る
見
通

し
で
す
。

　
林
業
振
興
で
は
、
森
林
整
備
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緑
の
雇
用

担
い
手
対
策
事
業
」
を
舞
が
森
市
有
林
16
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
す
る
協
定
を
市
内

の
事
業
所
と
締
結
し
ま
し
た
。
今
回
の
協
定

で
は
搬
出
間
伐
を
行
う
に
あ
た
り
、
①
山
肌

を
傷
め
な
い
方
式
の
「
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

工
法
」
で
作
業
道
を
作
る
こ
と
、
②
間
伐
材

の
集
材
は
架
線
を
張
ら
ず
に
整
備
し
た
作
業

道
を
利
用
し
て
集
材
す
る
こ
と
な
ど
を
明
文

化
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
け
る
林
業
の
課
題

は
、
作
業
道
等
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
搬
出
間
伐
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ

と
な
ど
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
の
要
因

と
し
て
は
「
林
道
や
作
業
道
を
開
設
す
る
と

山
が
傷
む
」
と
考
え
る
森
林
所
有
者
が
少
な

く
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
協
定
は
、

こ
う
し
た
森
林
所
有
者
の
不
安
解
消
に
も
つ

な
が
る
ほ
か
、
市
有
林
の
間
伐
と
自
然
に
優

し
い
作
業
道
が
整
備
で
き
る
こ
と
、
ま
た
事

業
者
に
と
っ
て
も
事
業
実
施
の
フ
ィ
ー
ル
ド

が
確
保
で
き
る
う
え
に
自
然
に
優
し
い
作
業

道
を
新
設
す
る
技
術
が
習
得
で
き
る
こ
と
な

ど
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
舞
が
森
市
有
林

は
、
頂
上
ま
で
林
道
が
通
っ
て
お
り
容
易
に

見
学
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
民
有

林
所
有
者
等
の
研
修
の
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
。

　
林
道
に
つ
い
て
は
平
成
５
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
た
森
林
基
幹
林
道
日
見
須
・
大

成
川
線
が
７
月
末
に
完
成
し
８
月
よ
り
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
林
道
は
西
土
佐

地
域
の
目
黒
川
流
域
と
黒
尊
川
流
域
を
結
び
、

起
点
を
西
土
佐
大
宮
下
、
終
点
を
西
土
佐
玖

木
と
す
る
延
長
９
７
４
５
ｍ
、
幅
員
４
ｍ
の

広
域
林
道
で
す
。
こ
の
林
道
の
開
通
に
よ
り

流
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
利
活
用
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
間
の
交
通
ア
ク
セ
ス
・

産
業
振
興
等
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

個
性
的
な
観
光
振
興

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
、

本
市
の
観
光
施
設
利
用
状
況
は
お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
特
に｢

カ
ヌ
ー
館｣

や｢

か
わ
ら
っ
こ｣

の
利
用
が
好
調
で
、
キ
ャ

ン
プ
・
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
四
万
十
川
の
豊
か

な
自
然
を
た
く
さ
ん
の
方
に
体
感
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に

よ
る
四
万
十
周
遊
川
バ
ス
や
沈
下
橋
め
ぐ
り

観
光
タ
ク
シ
ー
も
、
昨
年
を
超
え
る
実
績
を

あ
げ
、
四
万
十
川
観
光
の
一
翼
を
担
う
交
通

手
段
と
し
て
定
着
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
は
履
正
社
学
園

野
球
部
、
花
園
大
学
野
球
部
に
夏
の
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

花
園
大
学
野
球
部
は
、
以
前
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ
て
い
た
準
硬
式
野
球
部
か
ら
評
判
を
聞
い

て
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
来
春
の
キ
ャ
ン
プ
も

社
会
人
野
球
の
強
豪
松
下
電
器
野
球
部
か
ら

引
き
続
き
実
施
す
る
方
向
で
調
整
中
と
の
連

絡
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
市
の
受
け
入
れ

対
応
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
け
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
市
民
祭
は
７
月
27
日
の
前
夜
祭
、
翌

日
の
な
か
む
ら
踊
り
・
提
灯
台
パ
レ
ー
ド
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
新
し
く
設
け
ま
し
た
各

賞
に
向
か
っ
て
各
チ
ー
ム
が
精
一
杯
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
８

月
５
日
に
は
一
條
神
社
境
内
で
全
日
本
女
郎

ぐ
も
相
撲
大
会
、
25
日
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
郷
土
芸
能
大
会
、
納
涼
花

火
大
会
な
ど
を
開
催
し
、
大
勢
の
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年

に
比
べ
、
気
温
が
高
く
熱
中
症
や
事
故
等
の

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
も
な

く
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
祭
実
行
委
員
会
関
係
者
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
へ
の
取
り
組
み

　
新
規
農
業
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
四
万

十
農
園
と
西
土
佐
農
業
公
社
か
ら
４
名
の
研

修
生
が
卒
業
し
、
市
内
で
新
規
就
農
者
と
し

て
営
農
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
中
村

地
域
の
２
名
は
、
施
設
園
芸
農
家
と
し
て
普

通
ナ
ス
と
オ
ク
ラ
・
葉
ゴ
ボ
ウ
の
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
西
土
佐
地
域
の

ひ  

み  

す

お
お

な
る
か
わ
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国
の
認
定
を
受
け
昨
年
７
月
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
「
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
目
標
値
を
上
回
る
実
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

目
標
達
成
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
に
「
フ
ィ

ー
ル
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成
講
座
」、「
お

も
て
な
し
講
座
」、「
介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課

程
講
習
」、「
協
議
会
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

発
行
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
観

光
関
連
従
事
者
お
よ
び
求
職
者
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
事
業
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
種
に
お
い
て
専
門
性
の
高
い
人
材
を
育
成

し
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
病
院

　
医
師
確
保
に
向
け
て
粘
り
強
く
要
請

　
医
師
確
保
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、
７
月

に
は
市
民
病
院
で
の
勤
務
を
考
え
て
も
良
い

と
い
う
医
師
２
名
に
来
市
し
て
い
た
だ
き
、

院
長
と
私
が
お
会
い
し
就
任
を
強
く
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
う
ち
１
人
は
市
民

病
院
で
の
勤
務
を
か
な
り
積
極
的
に
考
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
就
任
し
て
い
た
だ
く
に
し
て

も
早
く
て
来
年
の
４
月
以
降
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
２
人
の
方
に

は
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
８
月
の
下
旬
に
は
院
長
と
も

ど
も
徳
島
・
高
知
両
大
学
へ
出
向
き
、
再
度

医
師
の
派
遣
を
強
く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

当
然
、
即
答
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
来
年
４
月
の
異
動
時
期
に
向
け
、

粘
り
強
い
派
遣
要
請
を
続
け
ま
す
。

　
次
に
市
民
病
院
の
経
営
改
善
で
す
。
こ
の

４
月
か
ら
常
勤
医
師
が
７
名
体
制
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
は
昨
年
度
（
２
億
２

千
万
円
の
赤
字
）
以
上
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
８
月
９
日
の
第
１
回
経
営
改
善
委
員

会
で
は
、
①
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入

金
の
要
請
、
②
医
師
を
除
く
病
院
職
員
の
給

与
カ
ッ
ト
、
③
医
師
を
除
く
特
殊
勤
務
手
当

の
凍
結
、
④
退
職
者
の
不
補
充
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
病
院
存
続
の
た
め
に
は

止
む
を
得
な
い
と
の
結
論
を
得
た
と
の
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
の
昨
年
度
か

ら
の
赤
字
は
、
病
院
経
営
の
根
幹
で
あ
る
医

師
が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
病
院
の
自
助
努
力
の
み
で
は
経

営
改
善
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
（
基
準

外
操
出
金
）
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

古
津
賀
保
育
所

　
　
　
平
成
20
年
３
月
完
成
予
定

　
地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
古
津
賀
・

古
津
賀
東
保
育
所
の
統
合
・
移
転
改
築
は
、

保
育
現
場
や
保
護
者
と
の
協
議
を
経
て
７
月

末
に
実
施
設
計
が
完
了
し
、
８
月
28
日
に
は

建
築
工
事
の
入
札
を
終
え
ま
し
た
。
施
設
の

概
要
は
定
員
１
０
０
名
、
延
べ
床
面
積
７
５

０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
階
に
乳
児
室（
２
室
）、

保
育
室（
３
室
）、
厨
房
、
職
員
室
等
、
２
階

に
遊
戯
室
を
配
置
し
、
全
館
冷
暖
房
完
備
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
構
造
は
耐
震
性
を
考
慮

し
鉄
骨
造
と
な
り
ま
す
が
、
内
装
材
に
は
木

の
香
り
と
暖
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
多
く

の
木
材
を
使
用
す
る
な
ど
快
適
な
保
育
環
境

が
保
て
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
完
成
は
平

成
20
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
推
進

　
第
２
給
食
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の

　
　
　
　
　
実
施
設
計
業
務
を
委
託

　
四
万
十
市
学
校
給
食
推
進
計
画
検
討
委
員

会
の
検
討
報
告
書
を
も
と
に
去
る
６
月
に
、

①
美
味
し
く
安
全
で
楽
し
い
給
食
、
②
生
き

る
力
を
育
む
給
食
、
③
家
庭
と
の
連
携
に
よ

る
食
生
活
の
充
実
を
基
本
目
標
と
す
る
「
四

万
十
市
学
校
給
食
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
実
施
計
画
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
自

校
方
式
で
給
食
を
実
施
し
て
い
る
中
筋
小
学

校
と
給
食
未
実
施
小
学
校
９
校
を
対
象
と
し

た
新
た
な
共
同
調
理
場
第
２
給
食
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
実
施
設
計
業
務
委
託
を
７
月
に

行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
、
中
村
南
小
学

中
心
市
街
地
活
性
化

　
新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、

庁
内
に
お
け
る
策
定
委
員
会
や
商
工
会
議
所
、

ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会
社
、
各
商
店
街

振
興
組
合
等
を
中
心
に
構
成
し
た
作
業
部
会

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業

の
評
価
・
検
討
に
基
づ
き
、
基
本
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
事
業
の
選
定
や
活
性
化
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
の
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
国
と
の
事
前
協
議
に
向
け
作
業
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
中
心
市
街
地
活
性
化
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
官
民

一
体
と
な
っ
た
計
画
策
定
の
取
り
組
み
や
新

た
な
基
本
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
７

月
の
広
報
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま

す
「
中
心
市
街
地
活
性
化
だ
よ
り
」
で
お
知

ら
せ
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
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ナ
ー
に
秋
の
四
万
十
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
た
大
会
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
各
種
団
体

や
事
業
所
等
に
約
１
７
０
０
名
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
大
会
も
参

加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民

に
と
っ
て
思
い
出
深
い
大
会
と
な
る
よ
う
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

全
国
水
環
境
フ
ェ
ア

　
去
る
８
月
５
日
か
ら
７
日
の
３
日
間
、「
四

万
十
川
で
地
球
環
境
の
未
来
を
見
つ
け
よ
う

！
」
を
テ
ー
マ
に
水
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
７

ｉ
ｎ
四
万
十
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祭

で
は
約
３
０
０
０
本
の
ロ
ー
ソ
ク
で
佐
田
の

沈
下
橋
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
四
万
十
川
の

幻
想
的
な
風
景
で
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

翌
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
７
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
は
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
つ
の
分
科
会
の
後
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ

ン
さ
ん
に
よ
る
「
世
界
の
水
環
境
の
現
状
―

家
庭
と
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
提

供
が
あ
り
、
水
一
滴
一
滴
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
考
え
る

よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

環
境
教
育
、
山
林
保
全
な
ど
の
パ
ネ
ル
討
議

を
行
い
、
水
環
境
保
全
を
誓
う
「
四
万
十
宣

言
」
を
採
択
し
て
次
期
開
催
地
で
あ
る
帯
広

市
に
引
き
継
い
だ
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
大
会

が
成
功
裏
に
終
っ
た
こ
と
は
、
関
係
各
位
の

ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

ご
み
減
量
化
対
策

　
ゴ
ミ
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
え
て
い
ま
す

　
平
成
19
年
度
を
“
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
元
年

と
位
置
付
け
、
家
庭
生
ご
み
の
減
量
化
と
紙

ご
み
の
資
源
化
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
中
村
地

域
の
状
況
で
す
が
、
ご
み
の
総
排
出
量
で
１

３
６
ト
ン
、
率
に
し
て
２
・
９
％
も
前
年
度

に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
資
源

ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て
は
66
ト
ン
の
増
、

率
に
し
て
28
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
紙
ご
み
の
資
源
回
収
量
は
52
ト
ン
の
増
、

率
に
し
て
24
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

西
土
佐
地
域
に
お
い
て
も
同
様
に
ご
み
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
と
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の

購
入
補
助
事
業
の
状
況
で
す
が
、
生
ご
み
処

理
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
目
標
の
年
間

１
０
０
台
を
７
月
上
旬
に
突
破
し
、
最
終
的

に
１
１
８
台
を
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
は
35
台
を

補
助
金
の
交
付
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
続

い
て
、
同
じ
く
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

家
庭
ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
状
況
で

す
が
、
現
在
、
古
津
賀
第
二
団
地
地
区
ほ
か

９
地
区
を
認
定
い
た
し
ま
し
た
。
認
定
し
た

地
区
で
は
資
源
ご
み
の
回
収
量
が
増
え
る
傾

向
に
あ
り
、
同
時
に
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け

に
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
嬉
し
い
効
果
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
以
上
の
新
規
事
業
に
加
え
て
、

資
源
ご
み
の
排
出
基
準
の
緩
和
や
資
源
ご
み

の
収
集
品
目
拡
充
な
ど
の
対
策
も
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
の
効
果
が

持
続
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
取
り

組
み
が
市
民
の
間
で
さ
ら
に
定
着
す
る
よ
う
、

区
長
会
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
認
定
地
区
な
ど

対
象
の
研
修
会
の
開
催
や
市
民
へ
の
広
報
活

動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

高
知
大
学
と
の
連
携
事
業

　
市
と
大
学
の
関
係
者
で
連
携
事
業
の
内
容

を
協
議
す
る
２
回
目
の
「
連
携
事
業
推
進
会

議
」
を
９
月
３
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

会
議
で
は
、
四
万
十
川
の
特
産
品
で
あ
る
ス

校
敷
地
内
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
共
同
調

理
場
は
、
施
設
本
体
に
つ
い
て
は
鉄
骨
造
又

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
、
延
べ

面
積
は
約
１
０
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
施

設
本
体
と
は
別
に
給
食
の
配
送
先
と
な
る
小

学
校
９
校
の
配
膳
室
等
を
設
計
条
件
と
し
て

い
ま
す
。

八
束
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
完
了

　
八
束
小
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
資
材
の
除
去
で
す
が
、
７
月
に
は

当
該
工
事
の
発
注
を
行
い
当
初
予
定
し
て
い

た
と
お
り
夏
休
み
期
間
中
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
校
下
の
子
ど

も
た
ち
に
は
不
便
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
学
校
行
事
等
へ
の
影
響

は
な
く
、
二
学
期
か
ら
通
常
ど
お
り
授
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
13
回 

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　
今
年
は
第
13
回
大
会
と
し
て
10
月
14
日

（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
と

四
万
十
町
の
関
係
団
体
等
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
を
中
心
に
最
終
段
階
に
向
け
た
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
大
会
へ
の
申
し
込
み
状
況
で
す
が
、
相
変

わ
ら
ず
の
人
気
で
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
60

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

部
を
合
わ
せ
３
０
６
４
名
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
１
８
０
０
名
の
ラ
ン
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（
葛
篭
山
）
が
開
局
し
、
10
月
に
は
平
田
中

継
局
が
開
局
の
予
定
で
す
。
現
在
放
送
事
業

者
に
よ
る
受
信
エ
リ
ア
の
確
認
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
佐
岡
局
は
こ
の
２
局
の

電
波
受
信
状
況
を
も
っ
て
２
０
０
９
年
の
開

局
（
ま
た
は
廃
止
）
を
判
断
す
る
計
画
で
す
。

今
後
も
放
送
事
業
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

こ
の
２
局
の
受
信
状
況
を
把
握
し
て
い
き
な

が
ら
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
の
２
０
１
１
年
に

合
わ
せ
て
共
同
受
信
施
設
の
改
修
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
事
業
化
の
検
討
に
よ
る
地
デ
ジ

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

　
国
道
４
４
１
号
線
の

　
　
「
網
代
ト
ン
ネ
ル
」
工
事
着
工

　
ま
ず
高
速
道
路
で
す
が
、
新
直
轄
方
式
で

整
備
さ
れ
て
い
る
四
国
横
断
自
動
車
道
の
須

崎
新
荘
〜
窪
川
間（
21
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

は
、
道
路
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
形
態
が

見
え
て
く
る
な
ど
順
調
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
須
崎
新
荘
〜
中
土
佐

間
（
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
平
成
22
年
度
、

ま
た
中
土
佐
〜
窪
川
間
（
14
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
は
平
成
24
年
ご
ろ
の
供
用
開
始
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
道
56
号
線
の
古
津
賀
地
区
の
整
備
は
、

８
月
10
日
に
新
た
に
東
側
５
０
０
メ
ー
ト
ル

区
間
（
田
ノ
浦
分
岐
方
面
）
に
つ
い
て
４
車

線
化
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
の
古
津
賀
第
一
団
地
付
近
の
４
車
線
化

が
実
現
し
ま
す
と
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
渋
滞
解
消
に
大
き
な
改
善
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
４
４
１
号
線
の
「
網
代
ト
ン

ネ
ル
」
で
す
が
、
こ
の
６
月
末
よ
り
工
事
が

着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
延

長
は
約
１
９
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち

岩
間
側
よ
り
約
１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
工
事

が
進
め
ら
れ
、
橘
側
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
平
成
20
年
度
の
工
事
着
手
の
予

定
で
す
。「
網
代
ト
ン
ネ
ル
」
の
完
成
は
平
成

22
年
度
の
予
定
で
す
。

地
域
づ
く
り
全
国
交
流
会
議

　
　
　
　
　
　
　
四
万
十
市
で
開
催

　
各
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
実
践
家
、
地
域
住
民
な
ら
び

に
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
行
政
担

当
者
が
地
域
活
性
化
の
活
動
推
進
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
地
域
づ
く
り
全

国
交
流
会
議
が
、
11
月
15
日
、
16
日
の
２
日

間
、
本
市
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
議
に
は
、
全
国

か
ら
多
数
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
幡
多
地

域
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
た

ち
の
事
例
発
表
や
情
報
交
換
、
現
地
研
修
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
交
流
を

図
る
場
と
し
て
、
ま
た
幡
多
地
域
の
素
晴
ら

し
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

人
権
の
尊
重

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
子
ど
も
や
弱
者
へ
の

虐
待
、
社
会
環
境
の
変
化
を
背
景
に
し
た
新

し
い
人
権
侵
害
な
ど
、
人
権
問
題
が
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
解

決
に
つ
い
て
有
識
者
か
ら
な
る
四
万
十
市
人

権
条
例
制
定
検
討
委
員
会
の
意
見
を
も
と
に
、

趣
旨
、
基
本
理
念
、
推
進
方
針
で
構
成
さ
れ

る
「
四
万
十
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」
を
定

め
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
市
民
の
身
近
で
関
わ
り
の
深
い

人
権
課
題
を
解
決
し
、
す
べ
て
の
人
が
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
条
例
制
定
検
討
委
員
会
で
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
「
人
権
条
例
」
は
10
月
末
ま
で

に
意
見
を
取
り
ま
と
め
12
月
定
例
会
に
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ア
オ
ノ
リ
の
収
穫
量
、
鮎
の
漁
獲
量
を
増

や
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
環
境
や
生
態
系

の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
増
殖
増
産
の
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
協
議
し
て
い
く
専
門
部
会
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
ス

ジ
ア
オ
ノ
リ
は
、
天
日
干
し
し
た
原
藻
を
そ

の
ま
ま
出
荷
す
る
こ
と
が
中
心
で
す
が
、
ア

オ
ノ
リ
に
は
鉄
分
（
悪
性
貧
血
に
効
果
）、赤

い
ビ
タ
ミ
ン
と
い
わ
れ
る
Ｂ
12
（
睡
眠
障
害

に
効
果
）、ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
（
胃
・
十
二
指
腸
潰

瘍
に
効
果
）、カ
ロ
チ
ン
（
が
ん
予
防
・
老
化

防
止
に
効
果
）
な
ど
、
有
効
成
分
が
非
常
に

豊
富
で
あ
る
こ
と
が
大
学
の
研
究
な
ど
で
分

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
活
用
方
法
を
科

学
的
に
実
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
国
が
認
可

す
る
特
定
保
健
用
食
品
と
し
て
ア
オ
ノ
リ
の

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

四
万
十
市
の
新
し
い
産
業
と
し
て
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
ま
ず
大
学
の
研
究

者
を
中
心
に
し
た｢

ア
オ
ノ
リ
専
門
部
会｣

を

早
期
に
開
催
し
、
精
力
的
な
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た｢

鮎
専
門
部
会｣

も
順
次
開

催
し
、
今
年
度
中
に
は
連
携
事
業
の
達
成
目

標
を
掲
げ
た
四
万
十
川
保
全
・
振
興
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
の
素
案
の
と
り
ま
と
め
も
行
う
予

定
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
　
　
　
中
村
中
継
局
開
局

　
本
市
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地

デ
ジ
）
で
す
が
、
９
月
１
日
に
中
村
中
継
局

つ
づ
ら
や
ま
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施
状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
報
告

し
ま
す
。
取
り
組
み
２
年
目
と
な
る
18
年
度

に
は
、
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
に
盛
り
込

ん
だ
再
掲
分
４
項
目
を
除
く
全
２
４
７
項
目

の
う
ち
２
１
１
項
目
（
86
・
８
％
）
に
つ
い

て
予
定
ど
お
り
改
革
を
実
施
ま
た
は
取
り
組

み
中
で
あ
り
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
ち

ょ
く
し
て
い
ま
す
。
主
な
成
果
と
し
て
は
、

①
水
道
料
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料
を
始
め
と

す
る
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
、
②
市
村

合
併
に
伴
う
事
務
の
集
約
化
・
組
織
機
構
の

見
直
し
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
、
③
人
事
評

価
制
度
導
入
に
向
け
て
の
管
理
職
を
対
象
と

し
た
制
度
の
試
行
、
④
補
助
事
業
の
内
容
精

査
に
よ
る
補
助
金
額
の
見
直
し
、
⑤
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
た
施
設
の
民
間
管
理
等

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら

に
伴
う
財
政
面
で
の
効
果
額
は
、
７
億
７
７

８
０
万
円
（
財
政
健
全
化
債
等
の
起
債
発
行

分
を
除
く
実
効
果
額
は
、
４
億
９
０
５
０
万

円
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
過
去
２
カ
年
の

合
計
で
み
て
も
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
の
13
億

１
９
８
０
万
円
（
実
効
果
額
で
は
、
約
８
億

３
８
０
０
万
円
）
の
成
果
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
①
規
模
適
正
化
実
施
計
画

に
基
づ
く
保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化
の
具

体
的
検
討
、
②
小
中
学
校
の
規
模
適
正
化
を

目
指
し
た
統
廃
合
の
推
進
、
③
市
有
林
立
木

の
計
画
的
な
売
却
に
向
け
て
の
計
画
策
定
、

④
一
層
の
公
正
性
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
の
入
札
制
度
・
契
約
手
続
き
の
見
直
し
・

試
行
、
⑤
職
務
給
の
是
正
・
明
確
化
、
特
殊

勤
務
手
当
の
見
直
し
と
い
っ
た
給
与
構
造
改

革
の
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
き
続
い
て
市

民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

庁
舎
建
設

　
昨
年
の
12
月
か
ら
の
用
地
取
得
状
況
で
す

が
、
土
地
所
有
者
10
名
の
う
ち
９
名
の
方
と

不
動
産
売
買
契
約
を
締
結
し
、
残
り
１
名
の

方
と
も
引
き
続
き
細
部
に
つ
い
て
交
渉
を
進

め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
用
地
取
得
を

終
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
庁
舎
建
設
工
事
に
向
け
て
実
施
設
計

委
託
業
者
を
選
定
す
る
「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
」
は
、
６
月
12
日
に
「
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
参
加
募
集
公
告
」
を
行
い
４
者
の

共
同
企
業
体
か
ら
技
術
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

７
月
19
日
の
第
２
回
選
定
委
員
会
で
、
①
業

務
の
理
解
度
お
よ
び
取
り
組
み
意
欲
、
②
業

務
実
施
方
針
の
妥
当
性
、
③
提
案
の
的
確
性
・

創
造
性
・
実
現
性
に
つ
い
て
評
価
し
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
管
理
技
術
者
等
の
業
務
実
績

や
テ
ー
マ
に
対
す
る
的
確
性
、
実
現
性
お
よ

び
理
解
度
の
高
さ
、
ま
た
「
基
本
設
計
」
等

に
関
す
る
更
な
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
期
待

で
き
る
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
提
案

を
い
た
だ
い
た
「
大
建
設
計
・
西
尾
設
計
事

務
所
特
定
委
託
業
務
共
同
企
業
体
」
を
選
定

し
、
実
施
設
計
監
理
業
務
の
委
託
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
中
を
め
ど
に
取
り
壊
し
と
な
る

別
館
第
一
棟
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
、
駅
前

町
の
旧
遊
技
場
に
決
定
し
、
現
在
仮
庁
舎
と

し
て
使
用
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
都
市
整
備
課
、
商
工
観
光
課
、
福

祉
事
務
所
、
人
権
啓
発
課
な
ど
が
10
月
20
日

に
移
転
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な

お
、保
健
介
護
課
は
本
庁
舎
へ
移
動
し
ま
す
。

租
税
債
権
管
理
機
構
の
設
立

　
市
税
等
の
収
納
率
向
上
は
行
財
政
改
革
の

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
が
、
長
引
く

地
域
経
済
の
低
迷
に
よ
る
徴
収
環
境
の
悪
化

か
ら
思
う
よ
う
な
成
果
が
現
れ
て
お
ら
ず
、

本
市
同
様
、
幡
多
の
各
市
町
村
に
お
い
て
も

市
税
等
の
滞
納
額
が
増
加
し
徴
収
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
滞
納
税
額
の
広
域
的

な
徴
収
体
制
を
整
備
し
、
専
門
的
か
つ
効
果

的
な
滞
納
整
理
を
行
う
組
織
と
し
て
幡
多
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
租
税
債
権
の
管
理

に
関
す
る
機
構
を
設
立
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
機
構
に
よ
る
滞
納
整
理
は
税

負
担
の
公
平
と
市
町
村
の
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
効
果
が
あ
り
職
員
の
知
識
や
技
術

の
向
上
等
人
材
育
成
に
も
期
待
が
持
て
ま
す
。

機
構
の
設
立
は
、
広
域
議
会
で
の
設
立
手
続

き
や
県
へ
の
人
的
・
財
政
的
支
援
等
の
要
請
、

ま
た
関
係
市
町
村
か
ら
の
職
員
派
遣
、
負
担

金
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
平
成
20
年
４
月
１

日
の
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が

新
た
に
共
同
処
理
事
務
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
同
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
議
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況

　
平
成
17
年
度
よ
り
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
実

新庁舎完成イメージ図
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市
で
は
、
平
成
18
年
２
月
に
策
定
し
た
行

政
改
革
大
綱
と
、
こ
れ
を
具
体
的
に
進
め
て

い
く
た
め
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
17

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
取

り
組
み
期
間
と
し
て
、
積
極
的
に
行
財
政
改

革
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
２
年
目
と
な
る
平
成
18

年
度
の
取
り
組
み
状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
は
、
８
月

に
開
催
し
た
民
間
委
員
11
人
で
組
織
す
る

「
四
万
十
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
中
に
は
更
に
第
２

回
目
の
委
員
会
を
開
き
、
改
革
の
進
め
方
が

こ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
検
証
と

意
見
等
を
お
聞
き
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
状
況

　
実
施
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
２
４
３
項
目
の

う
ち
、
２
１
１
項
目
86
・
８
％
に
つ
い
て
は

予
定
ど
お
り
、
ま
た
は
予
定
を
早
め
て
取
り

組
み
中
で
あ
り
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て

も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
今
年
度
に
は

順
次
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

●
市
の
財
政
状
況

　
２
カ
年
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
時

点
で
の
四
万
十
市
の
財
政
状
況
は
、
平
成
17

年
度
決
算
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
約
５
７
０
０
万
円
の

黒
字
決
算
、
平
18
年
度
決
算
も
、
同
様
に
約

７
８
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
前
に
行
っ
た
、
旧
中
村
市
、
旧
西
土

佐
村
の
合
併
を
し
な
い
場
合
の
財
政
収
支
予

測
で
は
、
財
源
不
足
に
よ
り
数
年
で
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
は
底
を
つ
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
①
市
村
合
併
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
、
②
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
平
成
17
・

18
年
度
決
算
は
、
何
と
か
良
好
な
状
況
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
18
年
度
の
行
政
改
革
実

施
実
効
果
額
は
、
財
源
手
当
て
と
し
て
発
行

し
た
起
債
分
を
除
い
て
も
約
８
億
３
８
０
０

万
円
で
す
の
で
、
仮
に
行
財
政
改
革
を
行
わ

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
在
あ
る
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金
の
５
億
５
０
０
０
万
円
は

す
で
に
消
滅
し
、
な
お
か
つ
３
億
円
近
い
累

積
赤
字
が
発
生
し
て
い
た
と
い
う
状
況
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
取

り
組
み
効
果
が
確
実
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
２
カ
年
の
行
財
政

改
革
に
よ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
、
財
政
収

支
が
安
定
的
な
も
の
に
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、

そ
う
い
う
状
況
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、

年
々
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
市
税
や

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
が
減
少

す
る
一
方
、
景
気
低
迷
、
高
齢
化
な
ど
に
伴

い
生
活
保
護
費
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
、

医
療
と
い
っ
た
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
税
収
入
は
、
平

成
17
年
度
と
平
成
18
年
度
を
比
較
し
て
約
１

億
８
６
０
０
万
円
の
減
収
、
生
活
保
護
費
は
、

約
１
億
５
０
０
万
円
増
加
し
て
お
り
、
行
財

政
改
革
効
果
は
確
実
に
現
れ
て
は
い
ま
す
が
、

年
々
悪
化
す
る
財
政
収
支
を
何
と
か
埋
め
合

わ
せ
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　
高
知
県
内
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
地
方

で
は
、
今
だ
、
景
気
回
復
の
展
望
は
見
え
ず
、

高
齢
化
も
確
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　
年
々
悪
化
す
る
財
政
収
支
へ
の
対
応
は
も

と
よ
り
、
将
来
の
展
望
を
開
い
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
も
行
財
政
の
改
革
を
確
実
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
　
施
　
状
　
況

平
成
18
年
度
中
に
計
画
ど
お
り（
ま
た

は
計
画
を
早
め
て
）実
施
し
た
も
の

改
革
を
実
施
中
で
あ
り
、19
年
度
以
降

も
継
続
し
て
取
り
組
む
も
の

件
数17239

平
成
18
年
度
に
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、

未
だ（
十
分
な
）成
果
が
で
て
い
な
い

1

計
画
は
さ
れ
て
い
た
が
、
未
着
手
の

も
の

1

18
年
度
に
お
い
て
は
取
り
組
み
予
定

が
な
か
っ
た
も
の

27243

取
り
組
み
を
見
直
し
の
う
え
終
了
ま

た
は
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

3

合
　
　
　
　
　
　
計

※
実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
２
４

　
７
項
目
（
18
年
度
に
新
た
に
追
加
し
た

　
９
項
目
を
含
む
）
中
、
再
掲
分
４
項
目

　
に
つ
い
て
は
カ
ウ
ン
ト
せ
ず
）
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計画実施による主な成果、財政効果
　平成18年度の行財政改革による実施項目のうち、積算可能な事項（178項目）についての効果額は、７億7,780万円

となっています。起債額を除いた行財政改革による実質効果額は、４億9,050万円です。※財政再建化債及び地域再

生事業債（２億1,490万円）、下水道事業資本費平準化債（7,240万円）の起債関係分合計2億8730万円を含む。

　平成18年度の取り組みによる実効果額が４億9,050万円、また、平成17年度の実効果額は３億4,750万円でしたので、

この２年間の行財政改革の取り組みにおいて、実効果額で８億3,800万円の財政効果をあげることができました。

項　目 実施内容

取り組み成果（濃い文字が18年度新規実施分）

主な取り組み成果

（単位：千円）

財政効果

削　減 増　収

事務事業
の見直し

組織機構
の見直し

職員の
能力開発

行政の
情報化と
市民参画
の仕組み

公共施設
の設置と
管理の見
直し

職員定員
の管理、
給与の適
正化

事務経費の節減

129項目
136,555

10項目
237,299

12項目
47,883

18項目
241,756

―

３項目
1,726

―

４項目
14,186

166項目
442,106

12項目
335,699

―

――

2項目
98,400

旅費の見直し（日帰り日当加算4,000円）の廃止
県外出張の原則廃止、光熱水費の節減、
納税通知方法の見直し、使用頻度の少ない法規追録の中止、
家庭ごみ袋の薄型化、消耗品経費の一律5％カット

組織機構の全体的
な見直し

意識開発と能力開
発、人材の育成

不登校児指導員の勤務体制の見直し
田野川保育所を廃止し、利岡保育所に統合、社会教育指導員
の減員、レセプト点検体制の整備

公営企業の合理化

職員定数の適正化

中医学診療部門の治療体制見直しによる経費削減
悪臭分析、水質分析等の調査委託内容の見直しによる委託
料の削減、食肉センター使用料、手数料の見直し
食肉センター経営改善検討

職員研修の充実、人事評価制度の導入に向けた試行（管理職
対象）

施設の全体的な
見直し

安並運動公園施設等維持管理費について、施設の管理体制
見直しにより委託料を削減、指定管理者制度を導入し、か
わらっこを委託

指定管理者制度の
活用

市立公園の管理について、指定管理者制度による管理委託
を行う、平成18年度：星羅四万十を委託、生活体験施設星星
の家について利用料金制を適用した運営に変更

自主財源の確保
遊休市有財産の売却（平成18年度：９件）、行政文書の謄抄本・
各種証明書交付手数料・山村ヘルスセンター使用料・水道料、
ごみ収集手数料の改正

事務事業の再編・
整理・廃止・統合

効果の低い事業、施策の見直し、廃止
廃止：平成18年度9件、削減等：平成18年度3件
納税貯蓄組合助成金の段階的廃止、少子化対策支援事業の見直し

補助金・負担金の
整理・合理化

補助金・負担金の見直し（廃止、削減：平成18年度16件）、
決算状況に伴う負担金額の削減（19団体）

職員数の削減：平成18年度15人

職員定数の適正化 行政情報公開制度、個人情報保護制度の適切な運用
図書館蔵書のデータベース化推進

行政情報処理シス
テムの拡充

合併に伴う行政情報処理システム、財政会計処理システム
の統合、庁内イントラ、教委イントラを統一・拡張

市民参画のシステ
ム構築

地域審議会の開催
四万十川環境推進員活動をボランティアによって運営

男女共同参画社会
の推進

推進委員会の開催。意識啓発のための講演会、講座等を開催

給与の適正化
給与の55歳昇給停止→給与構造改革による抑止措置、退職
時特別昇給の廃止、特殊勤務手当ての支給凍結

人件費の抑制
一般職員、特別職給与、管理職手当のカット、議員報酬のカッ
ト、薬剤師へき地手当の廃止

臨時職員の適正配置 賃金、報償費の見直し

合　　　　　　計

問い合わせ先　（本庁）総務課　 （３５）２０４４
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■まちの話題　　四万十市公式ホームページにてご覧いただけます。ホームページアドレス　h t t p : / / www . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p /

　8月29日（水）、リプロダクティブヘルス（生殖に関す

る「健康」と「権利」のこと）NGO指導者（国際協力財

団ジョイセフ主催）の訪問がありました。四万十市の母

子保健の取り組み・乳幼児相談・ママタッチの見学や、

子育て応援団ほっとポケット（代表　武田二三生さん）

の活動が紹介されました。

　参加国はインドネシア・ネパール・パプアニューギニ

ア・フィリピン・ミャンマー・キルギス・ニカラグア・

ボリビア・ペルー・カメルーン・ガーナ・マラウイ国の

代表者12人で、「子育て応援団」に対して、活動の継続の

秘訣や活動の開始の動機についての熱心な質問がありま

した。また、「ほっとポケット」主催の交流会では琴の演

奏やよさこい鳴子踊りなども披露されそのお返しに、「喜

びの歌」をネパールの代表者ニルマルさんが歌ってくれ

ました。

　最後に、子育て応援団ほっとポケットの心のこもった

もてなしをたいへん喜び、「笑顔がすてきな四万十市民

に感激しました」と感謝の挨拶がありました。

　９月１日（土）・２日（日）第40回高知県青年大会が行わ

れました。中央公民館を会場として行われた文化部門で

は、合唱・意見発表・のど自慢の発表に加えて、和太鼓・

神楽・よさこい踊りなどの県内各地の郷土芸能の発表も

行われました。プログラム最後のミニライブでは、約

100人の参加者が総立ちとなっての大いに盛り上がりま

した。

　また、体育部門は安並運動公園等を会場に６競技が行

われ、県内各地から集まった285人の青年たちが熱戦を

繰り広げました。四万十市からは、西土佐連合青年団が

５競技、７チームの参加ほか一般参加チームもありスポ

ーツを通して市内外の青年たちと交流を深めることがで

きました。

　9月1日（土）、第50回金婚夫婦祝福式典が行われ、市内

では36組のご夫婦が祝福を受けました。今年は式典自体も

50回を迎えダブル金婚式ということで、会場はいつにも増

して祝福ムードに包まれていました。

　会場のスクリーンには「激動の50年」と題して戦後復興、

高度経済成長、数々の災害など懐かしくも大変な時代の映

像が映し出され、あらためてお二人が歩んでこられた50年

の歴史に感慨ひとしおの様子でした。

　宮崎延夫さん三千子さんご夫妻（下田）に付き添って来

た娘さんは、「会場までの車中で、二人は結婚式の話など

で会話が弾んでいました。今日の母の赤珊瑚のペンダント

が父の贈り物だと始めて知りました。今日のこの日を二人

そろって迎えることが出来た事は娘としても大変うれしい」

と話してくれました。

SHIMANTO CITY NEWS

　市指定文化財「下田のイチョウ」は、下田光明寺の境内

にある樹高20ｍ、樹周5.5ｍもあるイチョウの巨木です。

　このイチョウの上方にある枝が今夏の台風４号の強風

によって折れ、他の枝にかかった危険な状態になってい

ましたが、四国電力中村支店様の協力を得て8月21日（火）

に折れた枝を除去することができました。

　作業は炎天のもと、高所作業車を使用して行なわれま

した。他の枝を縫

うようにゴンドラ

を上げ、折れた枝

を小さく切り分け

ながら地上に下ろ

す作業を続けるこ

と1時間、きれいに

枝の処置が終わり

ました。

　また、この作業

に並行して光明寺

さんによって、露

呈していた根を土

で覆う処置が施さ

れるなど適切な保

全が図られました。

元気におおきくなってねと声をかける視察団員

よさこい踊りの披露のようす（中央公民館） 金婚式の祝福を受けた皆さん

市指定文化財「下田のイチョウ」
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各課紹介 vol.14 こんにちは です。商工観光課

　9月2日（日）には「地域のみんなで防災訓練」と高知県

下27市町村で約2万人が参加して、自主防災組織の訓練

が行われました。四万十市でも下田地区、中村地区で27

の自主防災組織から約400人が参加しました。下田地区

では津波からの避難訓練や炊き出し訓練、中村地区では

チェーンソーやジャッキを使った救出訓練、応急救命訓

練等が行われました。将来必ず起こるといわれる南海地

震、一番大事なのは「自分の身は自分で守る」「地域は

地域のみんなで守る」という自助・共助の精神であるこ

とを、参加者の皆さまはあらためて認識していました。

　９月２日（日）、中央公民館で認知症予防講演会が開催されました。講師の高齢

者リフレッシュセンター　スリーA所長益田末知子さんは、日頃の経験談を通し

て認知症の現状やならないための予防策などをとてもわかりやすく話してくれま

した。家庭で簡単にできる運動「グー、チョキ、パー」も掛け声に合わせて受講者

全員で行い、だんだん早くなってくるとついていけなくなり思わず笑ってしまい

ましたが、その笑いも認知症の予防のひとつだと話してくれました。四万十市で

も認知症予防に取り組んでいます。お気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　保健介護課　 （３４）１１６５

　９月３・５・７日の３日間にかけて、中村地区区長会

（会長永野　さん）と具同地区区長会（会長浜田繁喜さ

ん）では「犬のフン害防止運動」に取り組みました。

　中村地域の四万十川、後川の堤防は朝夕のジョギング、

ウォーキング、犬の散歩には絶好の場所です。しかし、心

もとない飼い主による犬のフン害も多く見受けられます。

両区長会では、犬の飼い主のマナー向上を図り、多くの人

に気持ちよく堤防を使ってもらおうと運動をはじめ今年で

10回目を迎えました。その成果もありだんだんとマナー

も向上しているということですが、反省会では残念ながら

まだまだこの取り組みは必要と話していました。

　“まちの話題”では四万十市でのイベントやボランティア活動、また

伝統行事やいろいろな名人・がんばっている人などとっておきの話題

を紹介します。このコーナーにふさわしい情報をご提供ください。

（本庁）企画広報課
　ＴＥＬ(３４)６１２８　ＦＡＸ(３５)０００７
（総合支所）総務課
　ＴＥＬ(５２)１１１１　ＦＡＸ(５２)２１２４

９月７日も、こんなにたくさんの犬のフンやゴミを拾いました いざという時に備えて熱心に訓練しました

●観光係●

　観光客の増加や、滞在型の観光客獲得を図るこ

とを目的に、四万十川や沈下橋を中心とした市内

の観光資源を活かした体験観光プログラムの確立

や、受け入れ体制の整備充実を行なっています。

　また、花まつりキャンペーンとして、菜の花接

待所をはじめ、桜、藤、あじさいと花の見頃に合

わせたイベントや、市民祭の事務局等も行い、日

々観光情報の発信を行なっています。市内外のお

友達を誘って、みんなで参加して下さい。

●商工振興係●

　新中心市街地活性化基本計画の策定、中小企業

のための資金需給事務、商店街振興組合との連絡

調整、企業誘致、雇用促進・消費者行政に関する

ことなど、商工業振興発展のための施策を推進し

ています。

　特に、新中心市街地活性化基本計画の策定につ

いては、これからのまちづくり（まち全体を元気

にする）の基本となる計画の一つですので、これ

からも市民のみなさんのご協力をお願いします。

　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３

●観光係●

　観光客の増加や、滞在型の観光客獲得を図るこ

とを目的に、四万十川や沈下橋を中心とした市内

の観光資源を活かした体験観光プログラムの確立

や、受け入れ体制の整備充実を行なっています。

　また、花まつりキャンペーンとして、菜の花接

待所をはじめ、桜、藤、あじさいと花の見頃に合

わせたイベントや、市民祭の事務局等も行い、日

々観光情報の発信を行なっています。市内外のお

友達を誘って、みんなで参加して下さい。

●商工振興係●

　新中心市街地活性化基本計画の策定、中小企業

のための資金需給事務、商店街振興組合との連絡

調整、企業誘致、雇用促進・消費者行政に関する

ことなど、商工業振興発展のための施策を推進し

ています。

　特に、新中心市街地活性化基本計画の策定につ

いては、これからのまちづくり（まち全体を元気

にする）の基本となる計画の一つですので、これ

からも市民のみなさんのご協力をお願いします。

　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３
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募集しています。　市立図書館 （３５）２９２３問

市教委だより

　具同小学校４年生と５年生は、国土交通省四国整備局中村河川

国道事務所の主催による道路防災体験学習を行いました。

　体験学習には、土石流体験装置（３Ｄシアター）、降雨体験装

置、衛星通信車、道路パトロールカーが来校し、専門機械を目の

当たりにした子どもたちは、学習前から興味津々の様子でした。

　体育館で説明を受けた後、クラス別に体験を開始しました。

　土石流の発生シーンや避難方法を３Ｄ画面で見せてくれる土石

流体験装置では、「大雨の時には、四万十川もあんなになるのか」、

「本当に岩がぶつかってくるように思った」と少し怖い体験をし

ました。カッパと長靴と傘の装備で乗り込んだ降雨体験装置では、

最初は友達同士ふざけあったりしていましたが、180ミリの雨量

にはびっくり。傘とカッパで雨を防ぐのに一生懸命でした。

　楽しく時間を過ごした子どもたちですが、「本当にはこんなこ

とがおこらないでほしいです」などの感想が寄せられ、災害の怖

さを疑似体験することで、防災意識を高める学習となりました。

　こんにちは！

　僕の名前はタクロー・スティールです。オー

ストラリアのキャンベラから来ました。

　オーストラリア国立大学では日本語と環境科

学を勉強しました。

　趣味はサッカーとキャンピングと料理をする

ことです。

　四万十市にいる間に日本語の勉強をして、幡

多弁を早く覚えたいと思います。四万十市の子

どもたちに英語を楽しく教えたいと思っています。

　よろしくお願いします。

防災意識が高まりました 9月7日　災害の疑似体験

子どもたちに生きた英語を学んでもらうため、
外国語指導助手として、四万十市にやってきました。

こんに
ちは、四万十市の子どもたち

タクロー

・スティール

　はじめまして。

　私の名前はクラウデイア・マトスです。アメ

リカのフロリダから来ました。 

　ドミニカ共和国で生まれ、英語とスペイン語

を話せます。

　学生時代から日本語も勉強しています。 

　趣味はオートバイに乗ることと絵を描くこと、

それからケーキを焼くことです。 

　よろしくお願いします。

クラウデイア

　・マトス

Takuro Steele Claudia MatosTakuro Steele Claudia Matos
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■読み聞かせ　どなたでも参加いただけます。毎週土曜日14時～14時30分、市立図書館。読み聞かせボランティアも

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
親子ふれあい活動 １・２・３歳児対象

　“ぽっぽ”のお庭で、砂場や遊具でゆっくり楽しく遊ぼう。そ
の後は、みんなで一緒におやつタイムで～す。③グループは、
栄養士さんが作ってくれる保育所の手作りおやつを頂きます。
①、②グループについては、おやつを持ってきてください。

ぽっぽで遊ぼう　①②③

①10月16日(火)、②17日(水)、③19日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

広げよう趣味の輪

●小物編…手作りの小物や子ども服などの情報交換。

11月13日(火)  9：30～11：30　　子育て支援センター時 場

●食　編…簡単にできるおやつやおかずの情報交換。

場11月15日(木)  9：30～11：30　　子育て支援センター時

●身近な素材で作ろう編

　…廃物や自然物でできるおもちゃや生活用品の情報交換。

場11月16日(金)  9：30～11：30　　子育て支援センター時

　秋を探しに近くをお散歩。きれいな葉っぱやどんぐりを
見つけよう！

※「広げよう趣味の輪」は、グループの枠を越えた活動です。
　参加希望日を子育て支援センターまでご連絡ください。

秋を探そう　①②③

①11月６日(火)、②８日(木)、③９日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　さわやかな秋風の元、安並公園で遊ぼうね！ゲームをし
たり、近くに探検にも出かけるよ！お弁当・おやつを持っ
て参加してね。

おたのしみ遠足

10月26日(金) 10：00～11：30
安並運動公園
※雨天の場合は子育て支援センター分室

時

場

　10月生まれのお友だちをみんなでお祝いしようね。

お誕生会

10月31日(水) 9：30～11：30
子育て支援センター分室

時

場

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”問い合わせ先
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所） （３５）３７４８

※雨天の場合は中止します。竹島・下田・具同・八束・東山
保育所以外は駐車場がありませんので車での来所はご遠慮く
ださい。

愛 育 園
も み じ 保 育 所

〃
竹 島 保 育 所

〃
下 田 保 育 所

〃
あ お ぎ 保 育 所

〃
東 中 筋 保 育 所
古 津 賀 保 育 所
具 同 保 育 所
八 束 保 育 所

〃
東 山 保 育 所
古津賀東保育所

9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
10：00～11：00
9：30～10：30

駐車場なし
駐車場なし
駐車場なし

駐車場なし
駐車場なし
駐車場なし
駐車場なし

駐車場なし

月　　　日保　育　所　名 時　　　間 備　　考

10月17日
10月17日
11月14日
10月17日
11月14日
10月19日
11月16日
10月24日
11月12日
10月20日
10月24日
10月24日
10月24日
11月14日
10月25日
11月10日

水
水
水
水
水
金
金
水
月
土
水
水
水
水
木
土

園庭開放

金尽剣法

七里湖

知っておきたい屋上緑化のQ&A

小児の肥満症マニュアル

図説　恐竜の時代

世界の涯まで犬たちと

タイの歴史

タカの渡り

中国・四国　地図で読む百年

トップの素顔論

花水木

予定日はジミー・ペイジ

ロバート・パーカーが選ぶ

　最新版世界の極上ワイン

鳥羽　亮

大庭　みな子

都市緑化技術開発機構

日本肥満学会

ティム・ヘインズ

アーサー・ブラッドフォード

中央大学監修

信州ワシタカ類渡り調査研究グループ

平岡　昭利

幸田　真音、谷垣　禎一

今野　敏

角田　光代

ロバート・M・パーカーJr．

悪霊はふりむかない

あさのあつこが選ぶミステリー集

大塚愛物語

おばけのてんぷら

海　月

子羊のぼうけん

さるじぞう　ほい　ほい

七人の犯罪者

ステージのなぞ

テレビゲームのひみつ

日本茶のひみつ

ねずみのすもう

パックンマックンが選ぶ旅と冒険の話集

ももたろう

木暮　正夫

あさの　あつこ

本郷　陽二

せな　けいこ

チチ松村

ビル・ピート

大川　悦生

星　新一

ガートルード・ウォーナー

大岩　ピュン

山口　育孝

梅田　俊作

パックンマックン

赤羽　末吉

一般書

10
児童書/えほん

その他の活動

　秋を探しに近くをお散歩。きれいな葉っぱやどんぐりを
みつけよう！

ぴよちゃんクラブ　①②

①11月１日(木)、②２日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場
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平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
現
在

の
老
人
医
療
制
度
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

75
歳(

一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る

人
は
65
歳)

以
上
の
人
は
、
こ
れ

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
、

運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
で
は
、
保
険
料
の
決

定
や
医
療
の
給
付
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
で
は
、

保
険
料
の
徴
収
と
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。

　
75
歳(

一
定
以
上
の
障
害
が
あ

る
人
は
65
歳)

以
上
の
人
は
、
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
広
域
連
合
が
交
付
す
る

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に
提

示
し
て
、
診
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
75
歳
に
な
る
と
新
制
度
へ

　
75
歳
に
な
る
と
、
現
在
加
入
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者

保
険
な
ど
の
医
療
保
険
を
脱
退
し

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

新
た
な
届
出
な
ど
は
必
要
な
く
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
の
人
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
制
度
の
被
保
険
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
と
な

る
た
め
の
要
件
は
、
現
在
の
老
人

医
療
と
全
く
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
ら
れ
て
い
る
人
は
、
平

成
20
年
４
月
に
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　◆
保
険
料
は
個
人
ご
と

　
保
険
料
は
、
介
護
保
険
と
同
様

に
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
所
得
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
が
始
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
を
脱
退
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
医
療
保
険
で
負
担
し
て
い
た

保
険
料
は
な
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
に
よ
り
軽
減

　
所
得
の
低
い
人
は
、
国
民
健
康

保
険
と
同
様
に
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
用
者
保
険
の
扶
養

家
族
の
人
が
、
75
歳
に
な
っ
て
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
と
、

新
た
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負

担
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
入

時
か
ら
２
年
間
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

◆
保
険
料
の
徴
収
は

　
　
　
　
　
　
主
に
年
金
か
ら

　
保
険
料
の
徴
収
は
市
町
村
が
行

い
ま
す
が
、
介
護
保
険
と
同
様
に

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の
年
金

を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険
と
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の
合
計

額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
場
合
に
は
天
引
き
と
な
り

ま
す
。

◆
負
担
は
老
人
医
療
と
同
じ

　
被
保
険
者
の
人
が
、
診
療
を
受

け
た
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
金
額
は
、
医
療
費
の
１
割（
現

役
並
み
の
所
得
の
あ
る
人
は
３
割
）

で
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が

所
得
に
応
じ
た
一
定
の
上
限
額
を

超
え
た
と
き
は
、
高
額
療
養
費
と

し
て
超
え
た
分
は
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
診
療
の
際
の

負
担
な
ど
は
、
現
在
の
老
人
医
療

と
同
じ
で
す
。

◆
申
請
、
届
出
は
市
町
村
窓
口
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
運
営
は
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
が
、
被
保
険

者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
、
各
種
の
申
請
や
届

出
な
ど
の
受
け
付
け
は
、
市
町
村

窓
口
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　     

０
８
８（
８
２
１
）４
５
２
６

 
（
本
庁
）市
民
課
国
保
年
金
係

　     

（
３
４
）１
１
１
４

 

（
総
合
支
所
）住
民
課
住
民
国
保
係

　     
（
５
２
）１
１
１
１

制度のポイント

●
75
歳
以
上
（
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る

　
場
合
は
65
歳
以
上
）
の
人
は
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

●
被
保
険
者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
ま

　
す
（
主
に
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り

　
ま
す
）。

　
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健
康

　
保
険
や
被
用
者
保
険
は
脱
退
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
の
保
険

　
料
は
納
め
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
り

　
ま
す
。

●
所
得
の
低
い
人
は
保
険
料
が
軽
減
さ

　
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
用
者
保
険
の
扶
養

　
家
族
の
人
は
保
険
料
が
２
年
間
軽
減

　
さ
れ
ま
す
。

●
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、医
療
費
の
１

　
割
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）
を
患

　
者
本
人
が
負
担
し
ま
す
（
現
在
の
老
人

　
医
療
と
同
じ
で
す
）。

●
窓
口
業
務
や
保
険
料
の
徴
収
は
、お
住

　
ま
い
の
市
町
村
が
行
い
ま
す
。

●
財
政
運
営
等
は
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合
が
行
い
ま
す
。

後期高齢者医療制度のしくみ

被保険者証の提示
医療費の一部負担
被保険者証の提示
医療費の一部負担

診療

情報提供

資格管理等

医
療
費
支
払

保
険
料
納
入

被
保
険
者
証

の
交
付

医
療
費
請
求

被保険者 医療機関

市町村 広域連合

被保険者 医療機関

市町村 広域連合
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やめて!!
10月１日より気象庁より

緊急地震速報の一般への提供が開始されます
10月１日より気象庁より

緊急地震速報の一般への提供が開始されます
10月１日より気象庁より

緊急地震速報の一般への提供が開始されます
テレビ、ラジオ等で速報を受けた場合は、次のことを参考に行動してください。
緊急地震速報は見聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかありません

その短い間に身を守るための行動を取る必要があります。

緊急地震速報
　緊急地震速報は、最大震度5弱以上と推定した地震の際に、強い揺れ

（震度4以上）の地域の名前を強い揺れが来る前にお知らせするものです。

家庭では

頭を保護し丈夫な机の下など

に隠れる

あわてて外に飛び出さない

人がおおぜいいる施設では

係員の指示に従う

落ちついて行動

自動車運転中は

あわててブレーキをかけない

ハザードランプを点灯し、揺

れを感じたらゆっくり停止

屋外（街）では

ブロック塀の倒壊等に注意

看板や割れたガラスの落下に

注意し、ビルのそばから離れる

鉄道・バス乗車中は

つり革、手すりに

しっかりつかまる

エレベーターでは

最寄りの階で停止

させすぐに降りる

山やがけ付近では

落石やがけ崩れに

注意

ただし、震源に近い地域では、｢緊急地震速報｣が強い揺れに間に合わないことがあります。

黒尊むら祭り黒尊むら祭り
黒尊川流域の人と自然が共生する地域づくり協定　１周年記念

11月10日（土）
10時45分から

　「黒尊川流域の人自然が共生する地域づくり

協定」の締結から1年が経ち、間伐による水辺林

や遊歩道の整備など保全の取り組み、更に、農

家民宿や体験イベントなど、都市との交流によ

る流域の魅力発信の動きが少しずつスタートし

ています。しかし、保全も振興もまだまだこれ

からです。協定締結1周年を記念し、紅葉の名所

にご参集いただき、流域を見て、ご意見や応援

をいただきたく「黒尊むら祭り」を開催します。

多くのご来場をお待ちしています。

　自然環境に配慮した「むら祭り」にしたいと思
います。Mｙ箸、Myコップや買物袋をご持参いた
だけるとうれしいです。
　駐車スペースが少なく、また、紅葉に排気ガス
は似合いませんので、なるべく乗り合わせでおい
でください。

黒尊むら市　11：00～15：00
　黒尊川流域で作った米や野菜。それらを使った料理。間伐材
で作った木工品や炭等、地元生産者、グループによる物産市を

行います。

八面山に登ろう
　ブナ林、紅葉、ススキ…秋の八面山は、最高です。「黒尊むら
市」で昼食を仕入れ、いざ出発。昼食は山のてっぺんでどうぞ。
　●定　員　20人（事前に申し込みが必要です。）
　　当日は中村からバスが出ます。

紙芝居の上演　１ 11：30～　２ 14：00～
　地元「お菊の滝」に伝わる伝説を紙芝居にしました。

作ろうよ。　　12：30～14：00
　流域にある自然素材を使って工作しましょう。
　①小枝で昆虫を作ろう
　②間伐材でMｙスプーンを作ろう
　③わらや木の実で壁飾りを作ろう
　●参加費　各コース　５００円
　●定　員　各コース　20人

場所：西土佐黒尊(大駄場)
お　願　い

「黒尊むら祭り行き」バス

行き　口屋内三叉路発　10：00
　　　（保健福祉サテライト）　
帰り　黒尊（大駄場）発　15：00

ご利用
ください

主催　しまんと黒尊むら・四万十くろそん会議

黒尊神社神殿橋

↑
江
川
　
へ

川登へ↓

奥
屋
内

口屋内

四
万
十
川

黒尊川

441

口屋内大橋

黒尊黒尊

大
駄
場

保
健
福
祉
サ
テ
ラ
イ
ト

問い合わせ・申し込み先
しまんと黒尊むら（事務局）　四万十市西土佐口屋内・農家レストランしゃえんじり
０８８０（５４）１４７７（FAX兼）　
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第３回 四万十市文化祭のご案内第３回 四万十市文化祭のご案内第３回 四万十市文化祭のご案内

　四万十市文化祭を開催します。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。
　主催　四万十市・四万十市教育委員会・四万十市文化祭執行委員会

　後援　高知新聞社・読売新聞高知支局・毎日新聞高知支局・朝日新聞高知総局・

　　　　ＮＨＫ高知放送局・ＲＫＣ高知放送・ＫＵＴＶテレビ高知・KSSさんさんテレビ・エフエム高知

10月～11月前半

行　事　名 開催日時 会　　場

親筆会書作展

「どんぐりの家」上映会

合唱団むぎ発表会

チャリティー合同舞踊会

パッチギ！LOVE＆PEACE

中村写真協会クラブ展

太極拳ふれあいフェア

歌の祭典2007

盆栽展示

四万十市菊花愛好会

中央公民館 展示ホール

中央公民館 大ホール

文化センター ホール

中央公民館　大ホール

文化センター ホール

中央公民館 大ホール

文化センター ホール

中央公民館 展示ホール

中央公民館 大ホール

文化センター ホール

中央公民館 大会議室

中央公民館 大ホール

中央公民館 玄関前駐車場

文化センター ホール

10月19日（金）～21日（日）
９：00～16：00

10月21日（日）
開場12：30　開演13：00

10月27日（土）
開場18：30　開演19：00

10月27日（土）
開場11：00　開演12：00

10月28日（日）
９：30～

10月28日（日）
開場12：30　開演13：30

11月１日（木）～５日（月）
９：00～17：00

11月３日（土）
開場13：30　開演14：00

11月３日（土）
開場17：00　開演18：00

11月３日（土）～４日（日）
８：00～17：00

11月４日（日）
開場12：30　開演13：00

11月９日（金）～19日（月）
９：00～17：00

11月11日（日）
開場12：30　開演13：00

10月26日（金） 11：00～17：00　

10月27日（土）～29日（月）９：00～17：00

10月30日（火） ９：00～16：00

10月20日（土）
13：00～21：00

中央公民館　展示ホール

11月中旬以降の行事は、広報四万十11月号でご案内します。

◆問い合わせ先◆

四万十市教育委員会　生涯学習課  （３４）７３１１

エレクトーンステージ 2007
ジョイフルライブi n四万十

波多美術協会展

誠心流中村芳翔会
剣舞、詩舞、吟詠発表会

第５回定期演奏会
-リトルピアニストによる-

第３回大正琴合同発表会
やすらぎコンサート
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第３回　四万十市民総合体育祭第３回　四万十市民総合体育祭
　スポーツを通じて市民の健康増進と心豊かな明るい地域社会づくりに寄与することを目的とし、市民総合
体育祭を開催します。皆さんの参加をお待ちしています。

総合開会式 11月4日(日)　午前８時30分　市民スポーツセンターアリーナ

※期日等は変更になる場合があります。

早起きソフトボール

９人制女子バレー

剣道

グラウンド・ゴルフ

マラソン

バドミントン

空　　手　(玄武館)

卓　　球

シニアソフトボール

壮年ソフトボール

弓　　道

水　　泳

軟式野球

家庭婦人バレーボール

ペタンク

ソフトテニス（Ｊｒ・一般)

ゲートボール

居　　合

登　　山（中村山の会)

ビート・スカッシュ

少年サッカー

軟式野球

ソフトバレー

実年ソフトボール

サッカー

軟式野球

スカッシュバレーボール

シマムタの会

ミックスバレー

少年野球

スポーツセンター　運動広場

具同体育センター

スポーツセンター　アリーナ

スポーツセンター　運動広場

四万十川西詰渡川緑地(第９回ふれあいマラソン大会)

スポーツセンター　アリーナ

スポーツセンター　武道場

スポーツセンター　卓球場

スポーツセンター　運動広場

スポーツセンター　運動広場

スポーツセンター　弓道場

スポーツセンター　温水プール

スポーツセンター　四万十スタジアム

具同体育センター

スポーツセンター　運動広場ナイター

西南大規模公園テニスコート

河川敷ゲートボール場

為松公園　武道館

黒尊山系高月山往復４時間中級（８：00 お祭広場出発）

スポーツセンター　アリーナ

スポーツセンター　運動広場

スポーツセンター　四万十スタジアム

具同体育センター

スポーツセンター　運動広場

スポーツセンター　運動広場

スポーツセンター　四万十スタジアム

具同体育センター

滑床紅葉（８：00 お祭広場出発）

スポーツセンター　アリーナ

スポーツセンター　運動広場

期　日

９月15日（土）から

10月28日（日）

11月3日（土）

11月4日（日）

11月11日（日）

11月18日（日）

11月25日（日）

場　　所種　目

　四万十市に居住又は勤務す

る人で、各種目ごとの要項に

定める範囲とする。  

　大会における事故の補償は、

各種目団体で応急処置を行い

病院を紹介した後は、大会本

部が加入するスポーツ傷害保

険以外の補償は有りません。 

 

 

  

（財）四万十市体育協会事務局

（安並4231 市民スポーツセンター内）

　　 （３４）２０７１  

※または、各種目団体事務局

　までお申し込みください。 

 

参加資格

事故補償

申し込み・問い合わせ先

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭

狂
言
の
第
一
人
者
、
茂
山
千
之
丞
演
出
の

楽
し
い
劇
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に

観
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。 

作
品
名
　
天
満
の
と
ら
や
ん

　
　
　
　
（
上
演
時
間
１
時
間
25
分
）

劇
　
団
　
劇
団
コ
ー
ロ

日
　
時
　
11
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
） 

場
　
所
　
四
万
十
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

前
売
券
　
４
歳
以
上
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
券
　
２
５
０
０
円
） 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー

　
ハ
マ
ダ
楽
器
・
さ
つ
き
薬
局

問
い
合
わ
せ
先

　
四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
立
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
４
）
７
３
１
１

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
５
）
４
２
６
０
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～皆さんの『まち』が変わります！～

問い合わせ先　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３

住むひと・訪れるひとが“笑顔”になれるまちを目指して住むひと・訪れるひとが“笑顔”になれるまちを目指して

　当市では、官民が一体となり、まち全体を元気にするために「新し

い中心市街地活性化基本計画」の策定に向け取り組んでいます。今月

号では他市の状況をお知らせします。　

空き店舗を使って頑張っているお店
ちょっこり「みて屋」

空き店舗を使って頑張っているお店
ちょっこり「みて屋」

秋の行政相談週間秋の行政相談週間 10月15日(月)～21日(日)

ご相談ください、あなたのまちの行政相談委員へ！ 

　国の仕事やサービスで、困っていること、分か
らないことがありましたら、総務省の行政相談を
お気軽にご利用ください。
　総務省では、毎年10月に「秋の行政相談週間」
を設け、多くの皆さんに行政相談を利用していた
だけるよう、各種の行事を行っています。
　当市においても、次のとおり、総務大臣の委嘱
を受けた行政相談委員が「一日行政相談所」（無料・
秘密厳守）を開設します。困りごとがありました
ら、お気軽に行政相談委員にご相談ください。

日　　時
10月10日（水）
9時～12時

藤ノ川集会所

横山　賢

（５２）１０７４
武田二三生 （３５）６４１４

佐竹　猛　 （３７）２６２８

社会福祉センター

10月19日（金）
13時～16時

場　　所

行　　政

相談委員

問い合わせ先　（本庁）総務課行政係　 （３５）２０４４

また、中央公民館および総合支所に設置する「行
政相談ポスト」でも、投書による相談を受け付け
ています。お気軽にご利用ください。

カーブミラーが見えにくい、公共施設が

利用しづらい、年金のことを聞きたい、

標識が分かりにくい…

　全国で中心市街地活性化基本計画を作成し、国の認定を受けたのは18市となっています（平成19年８月27
日現在）。市の規模（人口）で一番大きいのは千葉市（93万人）、一番小さいのは北海道砂川市（2万人）です。

事業内容もさまざまですが、富山市（42万人）、青森市（32万人）は、バス・鉄道など都市機能をまちなかに集

約することによって、また、岩手県久慈市（4万人）は山・里・海の資源を楽しめるまちにすることによって活

性化を図ろうとしています。小さな都市は、大きな都市のような公共事業だけをしても活性化にはつながらず、

小さな都市ならではの魅力を活かした事業が活性化につながると考えます。

　当市では、四万十川、土佐の小京都など、個性ある地域資源、歴史、文化が埋もれています。そこで、一
つの活性化案として、まちなかにある地域資源を組み合わせて、「回遊＝ちょっと歩いてみたくなるまち」に

なればと考えています。こういう空間が生まれると、普段気付かなかった、まちなみ、お店等を発見でき、足

を運ぶことにつながると考えます。そのような流れが生まれれば、まちなかに少しずつにぎわいが生まれてく

るのではないでしょうか。

　具体的な協議内容として、新庁舎建設や図書館の改築をメインとした、「空き店舗の有効な利活用」、「少子高

齢化に対応した事業」等いろいろな活性化につながる事業を検討しており、詳細が決まり次第お知らせしてい

きますので、よろしくお願いします。

　全国で中心市街地活性化基本計画を作成し、国の認定を受けたのは18市となっています（平成19年８月27
日現在）。市の規模（人口）で一番大きいのは千葉市（93万人）、一番小さいのは北海道砂川市（2万人）です。

事業内容もさまざまですが、富山市（42万人）、青森市（32万人）は、バス・鉄道など都市機能をまちなかに集

約することによって、また、岩手県久慈市（4万人）は山・里・海の資源を楽しめるまちにすることによって活

性化を図ろうとしています。小さな都市は、大きな都市のような公共事業だけをしても活性化にはつながらず、

小さな都市ならではの魅力を活かした事業が活性化につながると考えます。

　当市では、四万十川、土佐の小京都など、個性ある地域資源、歴史、文化が埋もれています。そこで、一
つの活性化案として、まちなかにある地域資源を組み合わせて、「回遊＝ちょっと歩いてみたくなるまち」に

なればと考えています。こういう空間が生まれると、普段気付かなかった、まちなみ、お店等を発見でき、足

を運ぶことにつながると考えます。そのような流れが生まれれば、まちなかに少しずつにぎわいが生まれてく

るのではないでしょうか。

　具体的な協議内容として、新庁舎建設や図書館の改築をメインとした、「空き店舗の有効な利活用」、「少子高

齢化に対応した事業」等いろいろな活性化につながる事業を検討しており、詳細が決まり次第お知らせしてい

きますので、よろしくお願いします。

Vol .4
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VVOO LL .. 22 55ごみ減量大作戦！ごみ減量大作戦！
平成19年度 西土佐地域の家庭ごみ減量推進員をご紹介します

問い合わせ先

（本庁）地球環境課
（３４）６１２６

（総合支所）住民課
（５２）１１１１

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量！！！！！！

活動内容

地区別名簿

■担当地区のごみステーションで、搬入されるごみの適正な分別方法、搬入方法、マナー等の指導

■資源化するごみの再生利用に係る啓発や、具体的な活動の推進

■担当地区における不法投棄に関し、その状況等を市長に報告

西土佐地域の推進員さんには平成21年３月31日まで活動していただきます。

限りある資源を有効に活用し、ごみの減量化に努めリサイクルを促進しましょう。

氏　名地　区

奥屋内上 

奥屋内上 

奥屋内下 

奥屋内下 

奥屋内下 

岩　間 

岩　間 

藤ノ川 

藤ノ川 

藤ノ川 

橘 

橘 

橘 

津野川 

佐竹　　逞

佐竹　久司

篠田　伸久

中脇　利和

弘井　　徹

今城　久代

滝石　典子

稲田　美文

武内　佐登志

藤本　宜紀

佐伯　豊文

田辺　三妃

横山　宗美

三石　敦子

氏　名地　区

津野川 

津野川 

津　賀 

津　賀 

津　賀 

薮ケ市 

薮ケ市 

薮ケ市 

須　　 

須　　 

須　　 

大宮下 

大宮中 

大宮中 

岩城　千恵巳

芝　　順子

新玉　冨美恵

坂本　育子

東　　久美

長　　幸一郎

松浦　洋美

新玉　まみ

上　　　保

高橋　信雄

苅谷　智明

矢間　重清

窪内　正彦

太田　敏文

氏　名地　区

大宮上 

大宮上 

大宮上 

下家地 

下家地 

下家地 

中家地 

中家地 

方の川 

方の川 

方の川 

西ケ方 

西ケ方 

西ケ方 

小島　富美

岡林　久寿美

芝　千鶴子

西田　穂積

浦宗　利明

新改　　登

井上　民生

中脇　幸美

桑原　富子

宮　　正恵

田村　雅子

尾　　健富

清水　正文

井上　満則

氏　名地　区

下　方 

下　方 

下　方 

宮　地 

宮　地 

宮　地 

奈　路 

奈　路 

奈　路 

用　井 

用　井 

用　井 

長　生 

長　生 

川村　一朗

清水　美定

滝平　繁行

中脇　美恵

笹岡　喜代香

片山　牧子

河野　俊治

河野　昌弘

下原　功美

竹　　　幸

穂　　信義

芝　　英夫

林　　大介

中脇　美宏

氏　名地　区

長　生 

半　家 

中　組 

中　組 

中　組 

押　谷 

権　谷 

権　谷 

権　谷 

館 

黒　尊 

竹村　光一

土居　隆夫

安藤　　眞

山本　丈生

竹内　　顯

林　長喜生

高橋　英世

村尾　貞雄

室津　富雄

岩村　政司

中山　利夫

第１回家庭ごみ減量チャレンジ事業認定地区代表者会議

地球温暖化に最も大きな影響を与えてい

るのは、私たちの生活からたくさん出さ

れている二酸化炭素（CO2）です。

地球温暖化防止のために私たちが身近に

できることからはじめましょう。

（敬称略）

　本年度から実施している｢家庭ごみ減量チャレンジ事業｣認定地区の代表者会議を、９月13日、不破の防

災センターで開催しました。この事業は、地区が主体となって資源化できるごみを収集、売却し、その利

益を地区の活動費などに充ててもらおうと市が支援するも

のです。この日、認定している10地区のうち６地区、９名

の代表者が出席され、さらなるごみの減量化・資源化を進

めて行こうと熱心な意見が交わされました。ご意見は今後

のチャレンジ事業に活かし、市内のごみの減量化に拍車が

かかることを期待しています。

地　球　温　暖　化　対　策
●ごみの減量化・リサイクルをおこないましょう。

●冷房の設定温度を28℃に暖房の設定温度を20℃にしましょう。

●アイドリングはやめましょう。発進時にふんわりとアクセ

　ルを踏んで、加速の少ない運転をしましょう。

●シャワーのお湯を流しっぱなしにしないように、また、残

　り湯は洗濯に使うようにしましょう。
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現
在
、
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化

や
10
代
の
子
ど
も
に
も
動
脈
硬
化
が

起
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
土
佐
地
域
で
は
、
昭
和
61
年
か
ら

「
採
血
心
電
図
健
診
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
は
も
と
よ
り
、
そ
の
人
の
一
生
を

支
配
す
る
大
事
な
幼
少
期
に
健
診
を

実
施
し
、
結
果
を
も
と
に
家
庭
で
生

活
習
慣
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
19
年
度「
採
血
心
電
図
健
診
」

の
集
計
結
果
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　
対
象
は
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
（
中
村
高
校
西
土
佐
分
校
）

の
希
望
者
で
す
が
、
受
診
率
は
保
育

所
が
83
％
・
小
学
校
１
０
０
％
・
中

学
校
99
％
・
高
校
95
％
と
ほ
と
ん
ど

の
保
護
者
が
希
望
し
図
１
の
よ
う
な

受
診
者
数
で
す
。

　
検
査
項
目
は
、
血
液
検
査
（
血
色

素
・
血
清
鉄
・
血
糖
・
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

中
性
脂
肪
・
肝
機
能
）
と
心
電
図
、

体
脂
肪
（
中
学
校
・
高
校
）
で
す
。

　
血
色
素
か
ら
貧
血
を
左
図
の
よ
う

に
年
代
別
に
み
て
み
ま
し
た
。

　
高
校
は
全
員
が
異
常
な
か
っ
た
の

に
対
し
て
、
小
学
校
の
男
子
で
軽
貧

血
が
約
17
％
、
中
学
校
の
女
子
で
は

二
次
性
徴
と
の
関
連
な
の
か
貧
血
が

８
・
５
％
、
軽
貧
血
が
６
・
４
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
次
に
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
図
３

に
み
て
み
ま
し
た
。

　
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
中
学
校
男

子
で
は
12
・
５
％
、
高
校
男
子
で
は

14
・
３
％
あ
り
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
保
育
所
女
児
で
19
・
５
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
デ
ー
タ
ー
を

み
て
み
る
と
全
受
診
者
の
う
ち
、
２

３
０
以
上
が
13
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
結
果
を
基
に
、

「
我
が
家
の
生
活
習
慣
」
を
見
つ
め

直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　
　
（
総
合
支
所
）
保
健
課
　
　
　

　
　
　
　
　

（
5
2
）1
1
3
2

― 管理栄養士からのメッセージ ―

さつまいもの
アイスクリーム

所要時間５時間

＜材料５人分＞
生クリーム…200cc
（ホイップクリームでもOK）
卵白…………卵2個分
卵黄…………卵2個分
砂糖…………60g
さつまいも…100g　

　今回は旬の食材「さつまいも」を使ったデザートを紹介します。幅広い年齢層に親しまれているさつまいも
は、焼き芋、スイートポテト、大学いもなど、おやつとして食べることが多いでしょう。栄養面ではビタミン
Cと食物繊維が多く含まれているので、美容を心がけている人、ストレスや疲れがたまっている人、便秘ぎみ
の人にはおすすめの食材です。

　うまく作るコツは最後にしっかりとかき
混ぜておくことです。そうすると途中で取
り出してかき混ぜなくてもきれいにできま
す。紫いもを使うときれいな色に仕上がり
ます。さつまいもの代わりにいちご、バナ
ナ、チョコレート、抹茶などで作るとバリ
エーションが楽しめます。

１　さつまいもは皮をむき、電子レンジでやわらかくなるまで加熱し、
　　お好みの大きさ（裏ごしする・つぶす・角切りにするなど）にする。
２　卵白をしっかり泡立てる。
３　生クリームをしっかり泡立てる。
４　材料すべてを合わせて手早くしっかりかき混ぜる。
５　容器に移し、冷凍庫で固めたらできあがり。

作
り
方

子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
て
22
年

子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
て
22
年

子
ど
も
と
一
緒
に
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
て
22
年

市民病院　管理栄養士　池　一美

95
％
の
子
ど
も
が
受
診

高
校
は
全
員
異
常
な
し

180
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健診受診者

男 女
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90 
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5 

0

男 男 男男 女 女 女 女
保育所 小学校 中学校 高校

血色素判定結果の割合

総コレステロール判定結果の割合

5

図１

図２

図３

―
西
土
佐
地
域
―

（人）

（%）
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月　日 事　　業　　名 時　　間 場　　　　所

保健カレンダー～健康は自分で～

１年に１度は検診を 10
9:00～11:00
13:30から 
19:00から 

9:30～11:00 13:00～14:30 
 9:30～11:00
13:00～14:30
18:30から 
13:40から
19:00から
 8:00～10:00
個人通知 
 8:00～ 9:30
 13:30～15:30
10:30から 
11:30から 
15:00から 
 9:30～10:30
13:30から 
12:50～13:30
13:30～15:30
13:15～15:00
11:00から 

9:00～10:45 13:15～15:00 
10:00～10:30
13:00～14:00
 9:00～10:45
12:50～13:30
 8:00～ 9:30
13:30～15:30
11:00から
 8:00～ 9:30
14:00～14:40
個人通知
 9:00～11:00
11:00から
14:00～14:40
 9:00～10:00
13:00～14:00
15:00～16:00
10:30から
14:00～14:40
 9:00～10:00
13:00～14:30
 9:00～11:00
14:00～14:40
11:00から
19:30から
14:00～14:40

総合庁舎農業経営者事務所  
奥屋内下  
宮地  

健康管理センター    
  
保健センター
保健センター
奥屋内下  
竹島集会所  
各指定所にて容器配布  
下田地区集会所  
健康管理センター  
玖木  
下家地  
保健センター  
下田地区集会所  
津賀  
健康管理センター  
健康管理センター  
市立文化センター  
岩間  
市立文化センター  
須崎集会所  
大宮出張診療所  
市立文化センター  
健康管理センター  
蕨岡生活改善センター  
健康管理センター  
中半  
蕨岡生活改善センター  
健康管理センター  
各指定所にて容器配布  
総合庁舎農業経営者事務所  
奥屋内上  
健康管理センター  
かわらっこ  
旧JA中筋  
JA西部出張所  
口屋内  
健康管理センター  
富山地区集会所  
市立文化センター  
JA西土佐支所  
健康管理センター  
奥屋内下 
岩間 
健康管理センター  

中村地域

西土佐地域

10月15日（月）

10月16日（火）

10月17日（水）

10月18日（木）

10月23日（火）

10月24日（水）

10月25日（木）

10月26日（金）

10月28日（日）

10月29日（月）

10月30日（火）

10月31日（水）

11月 1日（木）

11月 2日（金）

11月 5日（月）

11月 6日（火）

11月 7日（水）

11月 8日（木）

11月 9日（金）

定例健康相談  
健康の集い  
地区学習会「体のつくりについて」  
乳幼児相談  
ママタッチ教室  
離乳食相談
ひまわり健診（未受診者対象）  
乳児・1歳6ヶ月児・3歳児健診
地区学習会「骨粗鬆症について」  
胃がん検診（竹島、井沢、井沢団地）  
大腸がん検診（中村街南部、八束地区）  
胃がん検診（下田上・下、串江、双海）  
妊婦教室  
健康の集い（ゴム体操とセット）  
健康の集い  
ポリオ生ワクチン投与  
胃がん検診（鍋島、馬越、平野、松ノ山、水戸）  
健康の集い  
3歳児健診  
妊婦教室  
乳がん検診（八束全地区）  
健康の集い（伝達料理とセット）  
乳がん検診（中村街地区）  
 
  
乳がん検診（中村街地区）  
乳児健診  
胃がん検診（上分、下分）  
妊婦教室  
健康の集い（伝達料理とセット）  
胃がん検診（藤、内川、伊才原、古尾、竹屋敷）  
ポリオ生ワクチン投与  
大腸がん検診（富山、蕨岡、大川筋、後川地区）  
定例健康相談  
健康の集い（伝達料理とセット）  
ポリオ生ワクチン投与  
子宮がん検診（大川筋地区）  
子宮がん検診（中筋地区）  
子宮がん検診（東中筋地区）  
健康の集い（伝達料理・ゴム体操とセット）地区学習会 「介護保険制度」  

ポリオ生ワクチン投与  
子宮がん検診（富山地区）  
子宮がん検診（後川地区）  
出張健康相談  
ポリオ生ワクチン投与  
健康の集い（伝達料理とセット）
地区学習会「脳血管の病気」  
ポリオ生ワクチン投与  

健
診

教
室
・
学
習
会

相
談

献
血

動
物
関
係

◆問い合わせ先◆（本庁）保健介護課  （３４）１１１５　（総合支所）保健課  （５２）１１３２

※ポリオ生ワクチン投与は個人通知します。※10月12日までの計画については広報四万十９月号に掲載しています。

子宮がん検診

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
満
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
広
域
の
受

託
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

（
た
だ
し
、一
人
１
回
で
す
）

期
　
間

　
10
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
〜
12
月
31
日（
月
）

 

（
受
託
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

料
　
金

　
１
０
０
０
円
（
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
、
申
し
出
に
よ

り
無
料
の
証
明
書
を
発
行
し

ま
す
）

対
象
者

　
満
65
歳
以
上
の
四
万
十

市
民
（
期
間
中
に
誕
生
日
を

迎
え
る
人
は
そ
の
日
か
ら
対

象
、
今
シ
ー
ズ
ン
罹
患
済
み

の
人
は
除
き
ま
す
）
な
お
、

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
〔
１
級
〕（
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
人
）の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
手
帳
を
持
参
の
う
え
、

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

　
県
下
受
託
医
療
機
関

■付属鍼灸院　診療は予約制です。月～金　８時30分～17時　問 付属鍼灸院 （３４）４７９８
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国民年金の第1号被保険者には独自給付があります

高知社会保険事務局幡多事務所　　（本庁）市民課国保年金係　　（総合支所）住民課住民国保係

（34）1616 （52）1111（34）1114
問い合わせ先

　本人の申し出により、加入することができます。定額の保険料に付加保険料（400円）を加

えて納めます。ただし、保険料の免除を受けられている人、および国民年金基金へ加入して

いる人は付加保険料を納付できません。付加年金の年金額は、200円×付加保険料納付月数

　たとえば、10年納めると（200円×120月＝24,000円）で計算された年金額が基礎年金額

に加算されます。

休日・時間外の年金相談のお知らせ

○10月９日（火）は、高知社会保険事務局幡多事務所で、年金相談の受付時間を19時まで延長します。

○第２土曜日は年金相談日
　10月13日（土）は、高知社会保険事務局幡多事務所で、9時30分から16時まで年金相談を行います。

付加
年金

　寡婦年金は、老齢基礎年金の資格期間（25年）を満たした夫が、年金を受けないで死亡し

た場合に、10年以上婚姻期間があった妻に、60歳から65歳までの間支給されます。年金額

は夫の基礎年金で計算した額の４分の３です。ただし、夫が障害基礎年金の受給権をもって

いたり、妻が繰り上げの老齢基礎年金を受けているときは、寡婦年金は支給されません。

寡婦
年金

　死亡一時金は、第1号被保険者としての保険料納付期間（一部納付期間のある方はその期

間に応じて計算した期間）が３年以上ある人が死亡した時、支給されます。ただし、死亡し

た人が、老齢基礎年金または障害基礎年金の支給を受けていた時、または、その人の死亡に

より遺族が遺族基礎年金の支給を受けられる時は支給されません。

死亡
一時金

保険料納付済期間の月数と４分の１免除期間の４分の３、
半額免除期間の月数の２分の１、４分の３免除期間の４分
の１に相当する月数とを合計した月数

金　　額

※付加保険料を３年以上納めた人は８,５００円が加算されます。

３６月以上１８０月未満

１８０月以上２４０月未満

２４０月以上３００月未満

３００月以上３６０月未満

３６０月以上４２０月未満

４２０月以上

１２０,０００円

１４５,０００円

１７０,０００円

２２０,０００円

２７０,０００円

３２０,０００円

（通常料金8,040円→往復で1,040円もお得！）４枚つづり回数券（３カ月間有効）：中村～高知・後免間1万3,600円（通常料金1万6,080円→２往復で2,480円もお得！）
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■くろしおSキップ　特急列車自由席を利用できる往復タイプと４枚つづりのお得な回数券です。往復タイプ（4日間有効）：中村～高知・後免間7,000円

駅長推薦「あじな散歩道」下半期も売出中！
　行楽の季節となりました。日帰り旅行のご計画にぜひ、ご利用ください。

10月14日は「鉄道の日」です
　土佐くろしお鉄道では、10月14日（日）の「鉄道の日」に合わせ、10月１日か

ら31日までの１カ月間、中村駅待合室、宿毛駅１階コンコース、普通車両内で、

沿線市町村の小学生による図画・書道展を開催しています。ぜひ、ご覧ください。

アンパンマン列車の運行状況
　子どもたちに大人気のアンパンマン列車。その運行時間について、よくお問い合せがあります。

中村線には水色とピンク色のアンパンマン列車が毎日運行しています。運行時間は次のとおりです。

※上記表は通常運行の場合です。予告なく、編成や運行時刻が変  

　更となる場合がありますので、あらかじめご承知ください。

※パンフレットは中村駅・宿毛駅に用意しています。詳しくは、中村駅窓口でお問い合わせくだ
　さい。
※あじな散歩道は、ちょっと豪華なお食事と往復のJR（特急列車）がセットになった日帰り旅行
　のきっぷです。「広報四万十」8月号でご紹介したごめん・なはり線開業5周年記念企画と併せ
　てご検討ください。

○やなせたかし
土佐くろしお鉄道（株）

C

サ
ン
コ
ち
ゃ
ん

サ
ニ
ー
く
ん

日帰り旅行例（中村駅発お1人様料金）

ツアー名

アンパンマンミュージアム

高知三翠園温泉

老舗・城西館と龍馬史跡散策

おらんくのかつおと風呂自慢

高知日曜市と伝統料理

土佐路天然温泉はるのの湯

祖谷・秘境の湯

JR土佐山田駅着

JR高知駅着

JR高知駅着

JR高知駅着

JR高知駅着

JR高知駅着

JR大歩危駅着

8,900円

9,200円

9,800円

9,400円

9,200円

10,600円

10,500円

3,900円

6,600円

6,400円

4,750円

6,620円

6,900円

6,100円

大　人 小　児 備　　考

水　色

ピンク

中村駅着時間 中村駅発時間 備   考

下り列車　13：38

下り列車　23：19

上り列車　15：09

上り列車　  6：12

平日は3両
土曜日は4両
編成

4両編成
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特設人権相談所不動産無料相談会 相
　
談　

人
権
擁
護
委
員
が
、
金
銭
・
相
続
・
借
地

借
家
・
結
婚
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・

い
じ
め
・
児
童
虐
待
・
交
通
事
故
・
裁
判
費

用
な
ど
人
権
に
関
す
る
問
題
を
無
料
・
秘
密

厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
12
日（
月
）
９
時
〜
12
時

場
　
所
　
権
谷
集
会
所

不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
借
、
管
理
等
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
６
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
２
階
研
修
室

高知地方法務局四万十支局

（３４）１６００

問

相
　
談

精神科医による心の健康相談 相
　
談日

　
時
　
10
月
16
日（
火
）（
締
切
日
10
月
11
日（
木
））

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
　
　（
出
張
の
場
合
14
時
〜
15
時
30
分
）

場
　
所
　
幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
（
幡
多
総
合
庁
舎
内
　
中
村
山
手
通
19
）

相
談
医
　
精
神
科
嘱
託
医

そ
の
他

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
次
回
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
・
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
、
随
時
受
け
付 

　
け
て
い
ま
す
。
（
希
望
に
よ
り
出
張
相
談
も
で
き

　
ま
す
）

　
貸
金
業
者
か
ら
借
り
入
れ
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
無
料
の
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時
ま
で

場
　
　
所
　
高
知
県
幡
多
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
（
中
村
山
手
通
19
）

募
集
人
員
　
先
着
４
人

相
談
の
応
対
者

　
高
知
弁
護
士
会
派
遣
の
弁
護
士

相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

申
込
期
間
　
11
月
９
日（
金
）ま
で

※
次
回
の
相
談
日
は
平
成
20
年
３
月
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。

借り入れに関する無料法律相談 相
　
談

高知県幡多福祉保健所　障害課
（３４）５１２４
（３５）５９７９

問 申
高知県経営支援課
０８８（８２３）９９０５

問

（社）高知県宅地建物取引業協会幡多支部
０８８０（３７）１５２０

問

申

全国心臓病の子供を守る会　勉強会・福祉相談会 相
　
談

四万十市荒川１７６０
上岡　郁美
０８８０（３７）５７２９

問

防災メモ

①意識があるか調べる
②協力してくれる人を探す
③６つの観察と応急手当
　１．周囲の安全の確認

　２．出血の確認

　３．救急車を呼ぶ

　４．気道の確保

　５．呼吸の観察

　６．循環のサインの確認

　出血があれば、すぐに止血し

ます。意識がなければ呼吸がし

やすいように空気の通り道を

確保します。呼吸が止まってい

たら人工呼吸を行います。それ

でも循環のサインがなければ

心臓マッサージを行います。

※循環のサインとは、呼吸運

　動、せき、その他の体動運動

　職場や地域で救命講習の機

会があれば、積極的に受講し

て正しい方法を身につけるよ

うにしましょう。

人が倒れている場面に
遭遇したときには
あわてずに次の手順を
覚えておきましょう

今月は

の納付月です

国民健康保険税　３期分

市県民税　　　　３期分

　
医
学
の
進
歩
の
お
陰
で
、
重
症
心
奇
形
の
子
ど
も
た

ち
も
元
気
に
命
を
長
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
り
、
自
立
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
不
安
も
あ
り
ま
す
。
辛
い
手
術
や
、
制
限
あ
る
様
、

親
と
し
て
、
自
立
で
き
る
方
法
、
道
案
内
が
で
き
る
よ

う
、
福
祉
の
勉
強
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
28
日（
日
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
黒
潮
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

内
　
容

●
勉
強
会
・
障
害
者
自
立
支
援
法
・
福
祉
制
度
（
身

　
体
障
害
者
手
帳
、
相
談
窓
口
等
）・
小
児
　
慢

　
性
特
定
疾
患
・
育
成
医
療

●
個
別
相
談
会
・
福
祉
、心
臓
病
児
育
児

主
　
催

　
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　
高
知
県
支
部
幡
多
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　（
代
表
　
酒
井
　
優
美
）

　
全
国
心
臓
病
者
友
の
会
高
知
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　（
代
表
　
上
岡
　
誠
）

詳細はホームページをご覧ください。　http：//www.city.shimanto. lg. jp/　　（本庁）企画広報課 （34）6 1 2 8問
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■市ホームページに広告をのせませんか　　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。掲載に関する

第49回　四万十市美術展 お
　
知
　
ら
　
せ

市立中央公民館
（３４）７３１１

問

お
　
知
　
ら
　
せ

国保一日ミニドック検診受診者を募集します

　四万十市美術展を次のとおり開催します。多くの方

の出品および観賞をお待ちしています。

部　　　門　洋画、日本画、書道、写真、工芸、グラ

　　　　　　フィックデザイン

搬　　　入　11月10日（土）９時～17時

　　　　　　　場所：市立中央公民館

　　　　　　11月11日（日）９時～17時

　　　　　　　場所：市立中央公民館

展示期間及び場所

　　　　　　11月20日（火）～26日（月）

　　　　　　　場所：四万十市立中央公民館

　　　　　　※午前９時～午後５時、ただし最終日は

　　　　　　　午後4時まで

入場整理費　一般１００円、高校生以下無料

電話相談センターの開設 お
　
知
　
ら
　
せ

中村税務署
（３５）２１３５（代表）

問

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
管
理
意

識
向
上
の
た
め
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
診
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本
人
に
通
知
す

る
と
と
も
に
、
四
万
十
市
に
お
け
る
今
後
の
保
健
指

導
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
　
時

　
平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
〜
３
月
14
日（
金
）の
午
前
中

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
き
ま
す
）

場
　
　
所

　
宿
毛
市
山
奈
町
芳
奈
３-

９

　（
財
）高
知
県
総
合
保
健
協
会
幡
多
健
診
セ
ン
タ
ー

対

象

者

　
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
で
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

（
昭
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
48
年
３
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）

募
集
人
数    

１
０
０
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
決
定
者
に
は
、
11
月
下
旬
に
、
検
診
決
定
通
知
を

　
送
付
し
ま
す
。（
抽
選
に
も
れ
た
人
に
は
連
絡
い
た

　
し
ま
せ
ん
）

費
　
　
用
　
５
０
０
０
円

検
診
項
目

　
肺
、
胃
、
大
腸
が
ん
検
診

　
血
液
検
査
等
生
活
習
慣
病
検
診

募
集
締
切
日

　
10
月
26
日（
金
）
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
・
検
診
希
望
月
（
１
月
・

２
月
・
３
月
の
い
ず
れ
か
）
を
記
入
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
、
１
人
１
口
と
し
ま
す
。

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
よ
る
申

　
し
込
み
は
受
け
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
。

〒７８７-８５０１
四万十市中村大橋通４丁目10番地
（本庁）市民課国保年金係
（３４）１１１４

問 申

　
11
月
１
日
か
ら
、
税
務
署
の
代
表
電
話
番
号
に
お
か
け

い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る

一
般
的
な
ご
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
、
税
務

署
へ
の
個
別
の
ご
用
件
は
「
税
務
署
」
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
つ
な
ぎ
し
た
場
合
も
、
税

務
署
ま
で
の
通
話
料
金
の
み
の
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、「
電
話
に
よ
る

相
談
」
の
み
を
行
い
、「
面
接
相
談
」
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

「
面
接
相
談
」
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
税
務
署
で
の
「
面
接
相
談
」
は
、「
一
般
的
な
相

談
（
一
般
相
談
）」と
※
「
実
名
・
予
約
制
（
個
別
相
談
）」

に
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
開
設
後
、一
般

的
な
相
談
に
つ
い
て
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
「
実
名
・
予
約
制（
個
別
相
談
）」と
は
、

　
内
容
が
申
告
ま
た
は
納
税
に
直
結
し
て
お
り
、

複
雑
で
、
書
類
等
に
よ
り
事
実
関
係
の
確
認
が

必
要
な
個
別
相
談
に
つ
い
て
、
納
税
者
の
皆
様

の
住
所
・
氏
名
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
上
で
、

事
前
に
電
話
に
て
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
、
面

接
に
よ
る
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。

　
納
税
者
の
皆
様
の
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
、

相
談
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
本
年
11
月
よ
り

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０

（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）
（５２）１１３２

問

問

申

申

じん臓機能障害者通院費扶助 お
　
知
　
ら
　
せ

　
こ
れ
は
、
自
宅
か
ら
病
院
ま
で
の
距
離

が
片
道
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
定
期

的
通
院
に
よ
っ
て
透
析
療
法
を
受
け
て
い

る
人
に
対
し
、
１
カ
月
４
千
円
を
４
月
と

10
月
に
前
６
カ
月
分
支
給
す
る
制
度
で
す
。

持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０

（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）
（５２）１１３２

問

問

ひとり親家庭医療費助成制度 お
　
知
　
ら
　
せ

　
平
成
19
年
10
月
１
日
よ
り
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

が
改
正
さ
れ
、
父
子
家
庭
の
人
も
含
め
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。（
父
子
家
庭
医
療
費
支

給
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
）

　
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
や
、
ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ

ん
な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
一

部
負
担
金
（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除

く
）
を
四
万
十
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。
対

象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
で
、

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。
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情報が必要な個所の電話番号を市外局番からダイヤル→録音（30秒まで）再生。　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問

お
　
知
　
ら
　
せ

高知県健康福祉部こども課
少子化対策チーム
ＴＥＬ０８８（８２３）９６４０
ＦＡＸ０８８（８２３）９６５８

Ｅメール　130701@ken.pref.kochi . lg.jp
専用ホームページ　
　http ://web2.pref .koch i . jp/̃kosodateouen/
携帯サイト　　　　
　http://web2.pref.kochi . jp/̃kosodateouen/m/

問

問

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか お
　
知
　
ら
　
せ

　
子
育
て
家
庭
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
こ
う

ち
子
育
て
家
庭
応
援
事
業
」
が
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
高
知
県
が
実
施
す
る
も
の
で
、
県
に
協

賛
事
業
所
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
店
舗
や
施
設

が
、
子
育
て
家
庭
に
、
商
品
割
引
や
地
域
産
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
お
む
つ
交
換
コ
ー
ナ
ー
の
提
供
な
ど
の
優
待
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
家
庭 

・
児
童（
満
18
歳
未
満
）ま
た
は
満
18
歳
と
な
っ
た
最
初

　
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
人
が
い
る
家
庭

・
妊
娠
中
の
人
が
い
る
家
庭

●
利
用
方
法 

　
子
ど
も
連
れ
あ
る
い
は
妊
娠
中
の
人
が
協
賛
事
業
所

を
利
用
す
る
際
、
左
の
優
待
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
白
黒
コ
ピ
ー
可
）優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
協
賛
事

業
所
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
、
優
待
サ
ー

ビ
ス
内
容
お
よ
び
事
業
所
な
ど
の
詳
細
情
報
は
、
10
月

１
日
公
開
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際

の基本的な対人賠償を目的として、原動機付自

転車を含むすべての自動車に加入が義務づけら

れています（自動車損害賠償保障法）。

　４輪車ももちろんですが、特に、車検制度の

ない250cc以下のバイク（原動機付自転車、軽

二輪自動車）は、有効期限切れ、かけ忘れにご

注意を！

　なお、自賠責制度の詳しい内容は、

　  http://www.j iba i . jpでご覧になれます。

心の生涯学習セミナー お
　
知
　
ら
　
せ

国土交通省四国運輸局
高知運輸支局輸送・監査部門
０８８（８６６）７３１１

問 しまんとニューモラルサークル
（３７）５５４４

「こうち子育て家庭応援事業」が始まります！
※
白
黒
コ
ピ
ー
可

キリトリキリトリ

　
私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
築
き
、

安
心
で
平
和
な
社
会
に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
と
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
心
の

豊
か
な
人
生
、
楽
し
い
家
庭
、
明
る
い
職
場
、
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
、
そ
し
て
た
っ
た
一
度
の
人
生
を

生
き
が
い
や
喜
び
に
満
ち
た
も
の
に
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）

　
　
　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時
40
分
ま
で

場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
大
会
議
室

講
　
　
師

　（
財
）モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
　
社
会
教
育
講
師

　
　
城
野
　
正
（
三
重
県
）

　
　
眞
柄
　
俊
夫
（
福
井
県
）

参

加

費
　
１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
他
）

主
　
　
催
　
財
団
法
人
　
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後
　
　
援
　
文
部
科
学
省
・
高
知
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

知っていますか？建退共制度 お
　
知
　
ら
　
せ

問 建退共高知支部
０８８（８２２）６１８１

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
人
人
の
た
め
に
、

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
　
　
金
　
日
額
３
１
０
円

特
　
　
長

●
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み
手
続
き

は
簡
単
で
す
。

●
経
営
事
項
審
査
で
の
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

●
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

●
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、
退
職
金
の
試
算
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
　
　
　

 http
://w

w
w
.ke
ntaikyo

.taisyo
kukin.g

o
.jp
/
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講
　
座

■災害用伝言ダイヤル利用方法　「１７１」をダイヤル→利用ガイダンスに従って録音時は「１」をダイヤル（再生時は２）→

幡多福祉保健所
（３４）５１２０　
幡多児童相談所
（３７）３１５９

問

問

10月は「里親月間」です
～あなたを必要としている子どもたちがいます～

お
　
知
　
ら
　
せ

　
親
の
病
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、

家
族
と
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
と
温
か
い
家
族
的
な
雰
囲

気
の
中
で
共
に
暮
ら
し
、
健
や
か
な
成
長
を
見

守
り
な
が
ら
、
自
立
を
支
援
す
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
は
幡
多

福
祉
保
健
所
ま
た
は
幡
多
児
童
相
談
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（本庁）保健介護課
（３４）１１１５
（総合支所）保健課
（５２）１１３２

問

問

連

連

狂犬病予防注射は受けましたか お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
年
度
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
の
場
合
は
、
年
内
に
幡
多

郡
内
の
動
物
病
院
に
て
受
け
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
等
に
よ
り
、
い
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
10
月
31

日（
水
）ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射（
年
１
回
）お
よ
び
飼
い
犬

　
が
死
亡
等
に
よ
り
、
い
な
く
な
っ
て
い
る
場

　
合
の
届
出
も
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝統芸能を観る～山路のこっきりこ～ 
第13回 四万十市文化財めぐり

（市）教育委員会生涯学習課社会教育振興係
ＴＥＬ（３４）７３１１
ＦＡＸ（３５）４２６０

問 申

　
今
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
市
内
に
残
る
伝
統
芸
能

の
見
学
で
す
。

　
山
路
の
秋
祭
り
で
演
じ
ら
れ
る
「
こ
っ
き
り
こ
」

と
い
う
踊
り
は
県
下
で
も
珍
し
い
古
い
伝
統
を
引
継

い
だ
芸
能
で
す
。
勇
壮
な
地
域
の
伝
統
芸
能
を
是
非

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

E-mai l  cu l ture@city .sh imanto . lg . jp

日
　
　
時
　
10
月
28
日（
日
）
12
時
30
分
〜
16
時

※
雨
天
の
場
合
は
時
間
を
短
縮
し
て
行
な
い
ま
す
。

※
普
段
の
文
化
財
め
ぐ
り
よ
り
長
時
間
に
な
り
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　（
12
時
30
分
に
出
発
し
ま
す
）

見
学
場
所
　
山
路
踊
り
場

申
込
期
間
　
10
月
15
日（
月
）〜
22
日（
月
）

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
３

　
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※
野
外
で
の
見
学
に
な
り
ま
す
の
で
、
帽
子
、

　
水
筒
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
　
　
員
　
先
着
30
名

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
さ

　
れ
る
人
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

講
　
座

働く婦人の家講座

市教育委員会生涯学習課
働く婦人の家
（３４）６２９９

問 申

講座名

パッチワーク 16人 無料
19時
～21時

働く婦人の家

２Ｆ 図書室

作品：普段用

       バック

材料代実費

（3,000円程度）

10月25日
～11月22日
毎週木曜日
（全５回）

はさみ（布、
紙、糸切用）、
糸（カタン
糸40～50）、
鉛筆、定規、
縫い針、ヘラ

項目 期　日 時　間 定員 受講料場　　所 用意するもの 備　考

対　　象　市内に居住または勤務する女性

講　　師　柿内　由美子さん

申込方法　10月16日（火）～ 電話での申し込みも可能です。

　　　　　（土･日・祝日は除きます）

          　　窓口・電話いずれも９時 ～ 17時30分（ご本人に限ります）

          　　ただし、定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

講
　
座

山の一日先生養成講座２００７

（社）西土佐環境・文化センター 四万十楽舎
ＴＥＬ（５４）１２３０
ＦＡＸ（３１）９７８８

問 申

E-mai l　gakusya@mai l .netwave.or . jp

　
近
年
、
学
校
の
総
合
学
習
や
体
験
型
交
流
事
業
に
お

い
て
、
自
然
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
自
然
観
察
ガ

イ
ド
と
い
っ
た
人
材
が
多
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
要
望
に
応
え
て
、
森
の
案
内
人

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
本
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
座
ご

と
に
林
業
、
森
林
体
験
分
野
で
日
本
を
代
表
す
る
専
門

家
を
講
師
に
招
き
、
講
義
、
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

第
２
回
「
野
草
講
座
・
観
察
会
」
10
月
28
日（
日
）
　

　
講
師
　
田
城 

松
幸
さ
ん(

高
知
県
自
然
観
察
指
導
員)

第
３
回
「
野
鳥
講
座
・
観
察
会
」
11
月
18
日（
日
）
　

　
講
師
　
木
村 

宏
さ
ん (

日
本
野
鳥
の
会)

第
４
回
「
里
山
の
手
入
れ
ー
石
釜
づ
く
り
ー
」
　
　
　

　
　
　
　
12
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）
　

　
講
師
　
中
川 

重
年
さ
ん

　
　
　
　
（
京
都
大
学
バ
イ
オ
環
境
学
部
）

第
５
回
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
入
門
講
座
」

　
　
　
　
平
成
20
年
１
月
26
日
（
土
）・ 

27
日
（
日
）
　

　
講
師
　
仲
上 

美
和
さ
ん

　
　
　
　 

（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

第
６
回
「
森
で
遊
ぶ
ー
竹
と
ん
ぼ
講
習
会
ー
」

　
　
　
　
平
成
20
年
２
月
３
日（
日
）

　
講
師
　
清
水 

浩
さ
ん

　
　
　
　
（
国
際
竹
と
ん
ぼ
協
会
）

各
講
座
受
講
費
　
５
０
０
円 
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催
　
し

黒尊渓谷八面山ハイキング

西土佐地域：西土佐事務所
　　　　　　 （５２）２３１２
中 村 地 域：社会体育課
　　　　　　 （３４）２０７１

問 申

問 申

（社）西土佐環境・文化センター
四万十楽舎
（５４）１２３０

問 申

毎月１日（１月を除く）・８月３０日～９月５日（防災週間）・１月１５日～２１日（防災とボランティア週間）に体験可。　　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問

　
紅
葉
の
秋
、地
元
に
あ
る
美
し
い
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、さ

わ
や
か
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
ブ
ナ
の
原
生
林
が
あ
り
、ク
マ
ザ
サ
が
群
生
し
紅
葉
が
す

ば
ら
し
い
黒
尊
渓
谷
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行

き

先
　
西
土
佐
黒
尊
「
八
面
山
」

日
　
　
時    

11
月
18
日（
日
）

日
　
　
程
（
予
定
）

　
８
時
　
　
　
西
土
佐
地
域
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
集
合

　
　
　
　
　
　
中
村
地
域
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
集
合

　
　
　
　
　
　
※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
車
し
現
地
へ
出
発

　
10
時
　
　
　
登
山
口
到
着

　
10
時
10
分
　
準
備
体
操
等
〜
出
発

　
12
時
　
　
　
山
頂
到
着
〜
昼
食
〜
自
由
時
間

　
14
時
30
分
　
下
山
〜
登
山
口
　

　
17
時
　
　
　
到
着
〜
解
散

対

象

者
　
中
学
生
以
上

参

加

料
　
１
人
５
０
０
円

（
保
険
料
等
含
み
ま
す
。
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

定
　
　
員
　
西
土
佐
地
域
・
中
村
地
域
各
20
名（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
10
月
22
日（
月
）〜
11
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時(

昼
休
み
・
土
日
祝
日
は
除
く)

そ

の

他

・
片
道
約
２
時
間
ほ
ど
の
登
山
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
十
分
に
準
備
を
行
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

・
お
弁
当
、
水
筒
、
杖
等
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

・
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
は
、
当
日
の
午
前
７

　
時
に
行
い
ま
す
。

・
ケ
ガ
、
事
故
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
掛
け

　
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

・
参
加
者
の
駐
車
場
は
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
・
ス
ポ

　
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
各
事
務
所
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
　
　
催  

（
市
）教
育
委
員
会

主
　
　
管  

（
市
）体
育
指
導
委
員
会

高知大学教育学部附属特別支援学校
０８８（８４４）８４５０

問 申

催
　
し

自閉症理解のための講演会柿の上秋の収穫祭
～ツガニの芋炊きを食べよう～ 

日　　時　10月30日（火）　14時～17時
会　　場　高知県立福祉交流プラザ
　　　　　多目的ホール
講　　師
　それいゆ相談センター
　それいゆ自閉症支援専門家養成センター
　　センター長　服巻　智子さん
　演　題
　「社会参加を目指したコミュニケーション能力
　　を高めるために」（仮称）
　～実際のケースをまじえた実践例～
　～軽度の知的障害を持つ自閉症の特性の理解と
　　支援～
　※希望者は事前にお申し込みください。

高知県障害者スポーツセンター内
ユニバーサル四万十事務局　鳴瀧寛子
ＴＥＬ０８８（８４１）００２１
ＦＡＸ０８８（８４１）００６５

問 申

講
　
座

催
　
し

四万十川ウルトラマラソン実行委員会
事務局TEL（３４）０６０５　FAX（３４）４８９４
西土佐事務局（西土佐ふれあいホール内）
TEL（５２）１１１０　FAX（５２）１４４６

問

問

催
　
し10月14日（日）開催

第13回

　1,800人のランナーがそれぞれの限界にチャレンジ。

暖かい声援をお願いします。

　また、コースとなっている道路は、幅の狭いところが

多くあります。ランナーの安全はもとより、大会が円滑

に運営できるよう、当日はコース内への自動車の乗り入

れは、極力控えていただきますようお願いします。

スタート　100kmの部 　５時30分 蕨岡中学校前

　　　　　  60kmの部　10時 四万十町こいのぼり公園

ゴール　　県立中村中学高校旧グラウンド

　　　　　（到着予想時刻12時～19時30分）

表彰式　　場所：県立中村中学高校旧グラウンド

　　　　　時間：16時30分～（100Kmの部、男女総合１～８位）

　　　　　　　  17時30分～（60Kmの部、男女総合１～８位）

日
　
時
　
10
月
27
日（
土
） 

場
　
所
　
四
万
十
楽
舎（
西
土
佐
中
半
４
０
８-

１
）

参
加
費
　
大
　
人（
中
学
生
以
上
）１
０
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）　
５
０
０
円 

日
　
程

　
13
時
　
四
万
十
楽
舎
集
合 

　
芋
掘
り
・
ツ
ガ
ニ
カ
ゴ
あ
げ
体
験 

　
も
ち
つ
き
・
ゆ
で
里
芋
・
ツ
ガ
ニ
汁
・
ツ
ガ
ニ

塩
ゆ
で
・
新
米
お
に
ぎ
り
・
鮎
の
塩
焼
き
　
　

　
な
ど
、
秋
の
お
い
し
い
も
の
を
囲
ん
で
み

ん
な
で
会
食
し
ま
す
。 

　
18
時
　
終
了 

主
　
催
　
柿
の
上
集
落
協
定

共
　
催
　
四
万
十
楽
舎 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
！
誰
も
が
気
軽
に
参
加
出
来
る
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

競
技
種
目
　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

日
　
　
程

　
第
１
回
　
11
月
４
日（
日
）　
14
時
〜
16
時

　
第
２
回
　
11
月
17
日（
土
）　
14
時
〜
16
時

　
第
３
回
　
12
月
１
日（
土
）　
14
時
〜
16
時

　
交
流
大
会
　
12
月
16
日（
日
）　
10
時
〜
15
時

場
　
　
所

　
高
知
県
立
中
村
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
※
雨
天
時
は
体
育
館
　

参

加

費
　
５
０
０
円

（
何
回
参
加
し
て
も
５
０
０
円
で
す
）

※
当
日
に
な
っ
て
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、
障

害
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
切
　
10
月
27
日（
土
）

ユニバーサル四万十 スポーツ体験教室
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市
　
政

教
　
育

く
ら
し

募
　
集

ヘルスサポーター２１事業　参加者募集

四万十市食生活改善推進協議会事務局
（本庁）保健介護課
（３４）１１１５

問 申

募
　
集

■災害伝言板　NTTドコモグループ、KDDI（au、ツーカー）、ソフトバンク、ウィルコムの携帯電話で大規模災害発生時、安否を登録･確認できる災害用伝言板サービスがあります。

催
　
し

高森山整備・自然観察会に参加しませんか

幡多緑と水の会　藤井
（５５）２３５７

問 申

●
高
森
山
整
備

　
四
万
十
市
で
は
数
少
な
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

皆
さ
ん
で
整
備
し
ま
せ
ん
か
。
山
道
の
整
備
と
頂
上

付
近
の
雑
木
の
伐
採
を
行
い
ま
す
。
女
性
の
で
き
る

作
業
も
あ
り
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
４
日（
日
）
９
時
〜
14
時
頃

集
合
場
所
　
ト
ン
ボ
公
園
駐
車
場

申
込
締
切
　
10
月
28
日（
日
）

そ

の

他
　
昼
食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
自
然
観
察
会

　
私
た
ち
の
住
む
幡
多
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
多
様
な

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
足
摺
岬
の
ア
カ

ガ
シ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
白
皇
山
の
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
、
松
尾

神
社
の
ア
コ
ウ
な
ど
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
、

樹
木
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
足
摺
森
林
公
園
に

行
き
ま
す
。
幡
多
地
域
の
自
然
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
私
た
ち
「
幡
多
緑
と
水
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
身
近
に
あ
る
自
然
を
再
確

認
し
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時
　
11
月
18
日（
日
）
９
時
20
分
〜
14
時
頃
　

集
合
場
所
　
白
皇
山
駐
車
場

（
四
万
十
市
か
ら
乗
用
車
に
乗
り
合
い
で
も
行
け
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

参

加

料
　
無
料

　
　
　
　
　（
緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切
　
11
月
11
日（
日
）

そ

の

他

　
自
然
観
察
だ
け
で
な
く
、
付
近
の
ゴ
ミ
拾

い
も
行
い
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
袋
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
昼
食
は
各
自
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
「
自
分
の
身
体
レ
ベ
ル
や
生

活
ス
タ
イ
ル
に
も
と
づ
い
た
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
自

己
を
確
立
す
る
人
」
を
い
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
15
日（
木
）
９
時
〜
14
時

場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館

内
　
　
容

　
ビ
デ
オ
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
他
）

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
体
脂
肪
チ
ェ
ッ
ク

　
調
理
実
習
（
食
塩
は
意
識
し
て
薄
味
に
）

　
ま
と
め
「
私
の
改
善
点
と
目
標
」

講
　
　
師
　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

対

象

者
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
人

定
　
　
員
　
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

申
込
期
間
　
10
月
22
日（
月
）〜
31
日（
水
）

参

加

料
　
１
０
０
円

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

四国職業能力開発大学校
平成20年度学生募集

四国職業能力開発大学校 学務課
０８７７（２４）６２５５

問 申

募
集
学
科
・
定
員

　
生
産
技
術
科
　
20
人
、
電
子
技
術
科
　
20
人

　
住
居
環
境
科
　
20
人
、
情
報
技
術
科
　
20
人

応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
３
月
卒
業
見
込

み
者
を
含
む
）

入
試
科
目
　
数
学（
数
学

）、
英
語（
英
語

）

願
書
受
付

　
平
成
20
年
１
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
１
月
30
日（
水
）（
消
印
有
効
）

試

験

日
　
平
成
20
年
２
月
５
日（
火
）

合
格
発
表
　
平
成
20
年
２
月
18
日（
月
）

（市）教育委員会　生涯学習課
（３４)７３１１

問 申

催
　
し

青少年健全育成事業　第16回『ふるさとかち歩き大会』
　
長
い
距
離
を
飲
ま
な
い
で
、
食
べ
な
い
で
歩
く
自

己
鍛
錬
の
ス
ポ
ー
ツ
「
か
ち
歩
き
」
は
、
“
歩
く
禅
”

と
も
い
わ
れ
る
全
身
運
動
で
す
。
困
難
に
打
ち
勝
つ

強
じ
ん
な
精
神
と
体
力
を
養
い
、
心
優
し
く
た
く
ま

し
い
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
ふ
る
さ
と
か
ち
歩
き

大
会
を
行
な
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
４
日（
日
）
午
前
９
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
10
時
出
発
〜
13
時
30
分
到
着
（
予
定
）

集
合
場
所
　
渡
川
第
２
緑
地 (
お
祭
り
広
場)

コ

ー

ス

　
お
祭
り
広
場
↓
百
笑
経
由
↓
佐 
田
↓
佐
田
沈
下
橋

　
↓
今
成
↓
入 

田
↓
お
祭
り
広
場

対

象

者

　
ご
家
族
、
友
達
同
志
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
で
の
参
加
は
小
学
３
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

申
込
期
間
　
10
月
10
日(

水)

〜
30
日（
火)

　
　
　
　
　 (

土
・
日
は
除
き
ま
す)

申
込
方
法

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

　
参
加
料
、
弁
当
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
祭
り
広

場
に
、
お
に
ぎ
り
、
お
で
ん
、
お
茶
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

　
当
日
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、
７
時
30
分

ま
で
に
決
定
し
ま
す
。
電
話
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

主
　
　
催
　
青
少
年
健
全
育
成
四
万
十
市
民
会
議

後
　
　
援
　
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
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16時～18時。料金大人２００円小人１００円。　　中村まちバスセンター （３４）１２６９問

（本庁）企画広報課広報統計係
（３４）６１２８

問

日
直
指
定
水
道
業
者

問 水道に関する問い合わせは
（本　　庁）水道課　 （３４）１７１１
（総合支所）住民課　 （５２）１１１１

●水道料金は口座振替で●

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

㈱四電工中村営業所

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

10月13（土）

14（日）

20（土）

21（日）

27（土）

28（日）

11月 3（土）

 4（日）

10（土）

11（日）

17（土）

18（日）

(３３)０４０４

(３３)０６５３ 

(３４)６０３１ 

(３５)２３１６ 

(３４)１３３１ 

(３４)３７３４ 

(３４)４８５５ 

(３２)１０９５ 

(３５)４３２３ 

(３４)３６２１ 

(３４)２３２４ 

(３５)５９９６ 

日直指定水道業者 募
　
集

あなたのとっておきの宝物を
紹介してください

　市発行の広報四万十では、あなたのとっ
ておきの宝物をエピソードとともに紹介し
ます。
　お孫さんやお気に入りの風景・ペット・
自慢のガーデニングなど、あなたが宝物だ
と思っているものを写真に撮って送ってく
ださい。

　住所・氏名・電話
番号・150字程度の
エピソードを添えて

送ってね

国
際
交
流
員

陶
剣
秋
の
コ
ー
ナ
ー

と
う
け
ん
し
ゅ
う

陶剣秋の活動
（８月16日～９月12日）

外
　
来
　
語

８月29日～31日

　　西土佐でホームステイ

20日・27日、９月３日・10日

　　中国語講座講師

中国で「　の毎日C」というブランド飲料の
コマーシャルです。

（
二
）
今
、
中
国
で
流
行
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
日
本
か
ら
の
外
来
語

　
80
年
代
か
ら
、
中
国
で
「
改
革
開
放
」

と
い
う
政
策
が
実
施
さ
れ
、
外
国
と
の
交

流
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
と
中

国
は
地
理
的
に
近
い
し
、
ま
た
同
じ
漢
字

を
使
っ
て
、
文
化
の
元
も
同
じ
で
す
か
ら
、

日
本
か
ら
の
影
響
が
一
番
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
、
中
国
で
流
行
す
る
日
本
か
ら
の

外
来
語
を
覗
く
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
多

少
分
か
り
ま
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
」
は
日
本
人
の
発
明
な
の
で
、

中
国
に
伝
わ
っ
た
後
、
漢
字
が
な
く
て
、

音
訳
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
語
の

発
音
と
似
て
い
る
中
国
語
の
漢
字
で
表
記

さ
れ
ま
し
た
。
面
白
い
の
は
「
カ
ラ
」
は

中
国
語
漢
字
「
　
拉
」
（
中
国
語
読
み
　

k
a
ra

）
に
し
ま
し
た
が
、
後
ろ
の
「
オ
ケ
」

は
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
「o

k

」
に

な
り
ま
し
た
。
中
国
語
が
わ
か
ら
な
い
日

本
人
が
中
国
に
行
っ
て
、
耳
に
し
た
中
国

人
が
言
っ
た
「
　
拉o

k

」
は
な
ん
と
な

く
分
か
る
は
ず
で
す
け
ど
、
そ
の
カ
ラ
オ

ケ
店
の
看
板
を
見
る
と
、
驚
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

「
量
　
式
」（
日
本
語
「
量
販
」
の
意
味
）

と
い
う
言
葉
は
よ
く
「
　
拉o
k

」
と
セ

ッ
ト
で
中
国
カ
ラ
オ
ケ
店
の
看
板
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
カ
ラ
オ
ケ
屋

さ
ん
の
中
に
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
で

食
べ
物
、
飲
み
物
と
か
を
買
え
る
と
い
う

意
味
で
す
。
「
量
販
」
と
い
う
日
本
語
が

「
カ
ラ
オ
ケ
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は

日
本
人
に
と
っ
て
想
像
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

　
香
港
と
台
湾
の
芸

能
界
で
、
み
ん
な
は

よ
く
日
本
の
単
語
の

意
味
を
変
え
ず
に
、

た
だ
そ
の
漢
字
に
中

国
語
の
読
み
方
を
付
け
、

そ
の
ま
ま
使
い
ま
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
こ
の
よ
う
な
言

葉
が
中
国
の
若
者
の

間
で
流
行
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
「
人

気
」、「
女
優
」、「
物
語
」、

「
写
真
」
な
ど
の
日
本

語
は
中
国
語
で
「
人
　
」、「
女
　
」「
物
　
」、

「
　
　
」
と
書
き
意
味
は
同
じ
で
す
。
こ
れ

は
今
、
若
者
の
世
界
し
か
通
じ
ま
せ
ん
。

年
代
の
違
い
で
親
た
ち
は
こ
の
外
来
語
の

意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
90
年
代
末
、
日
本
の
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
は
中
国
の
若
者
に
好
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
洋
品
店
は
若
者
を
引
く
た
め
に
、
わ

ざ
と
店
の
名
前
に
日
本
語
「
の
」
を
使
っ

て
い
ま
す
。
商
店
街
に
行
っ
て
、
両
側
に

「
　
の
　
」、「
　
の
　
品
」
な
ど
、
中
国

語
に
日
本
語
を
混
ぜ
た
店
の
名
前
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
ひ
ら
が
な
の

「
の
」
は
中
国
人
に
知
ら
れ
て
、
よ
そ
よ

そ
し
い
文
字
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
私

は
日
本
語
を
習
う
前
か
ら
、
日
本
語
「
の
」

意
味
は
も
う
知
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、
中

国
人
に
好
ま
れ
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
は
「
　

の
毎
日
Ｃ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
出

し
ま
し
た
。
中
国
語
、
日
本
語
、
英
語
を

チ
ャ
ン
ポ
ン
し
た
言
葉
は
人
の
視
線
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
日
本
か
ら
の
外
来
語
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
は

中
日
文
化
と
融
合
し
た
部
分
―
外
来
語
を

研
究
す
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く30

「
地
球
に
や
さ
し
い
植
物
油
」
と
い

わ
れ
、
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

も
よ
く
見
か
け
る
パ
ー
ム
油
の
こ
と

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
の
実
か
ら
採
れ
る
こ
の
油
は
そ
の

５
割
を
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
３
割
を
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
生
産
し
て
お
り
、
今

や
大
豆
を
追
い
抜
い
て
世
界
一
の
生

産
量
を
誇
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
急
激
な
増
産
に
お

び
え
る
の
が
熱
帯
林
に
住
む
先
住
民

た
ち
で
す
。
な
ぜ
な
ら
熱
帯
林
を
丸

裸
に
し
て
、
た
っ
た
一
種
類
の
木
、

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
を
植
え
続
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
一
カ
所
の
開
発

で
最
低
３
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

面
積
が
必
要
と
い
わ
れ
る
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
開
発
と
近

代
化
の
名
の
も
と
に
森
林
破
壊
が
行

わ
れ
て
い
て
、
多
く
の
村
が
反
対
を

表
明
し
裁
判
闘
争
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
抗
議
活
動
に
警
察
が
発
砲

し
た
り
、
開
発
会
社
が
ギ
ャ
ン
グ
を

雇
っ
て
銃
で
脅
し
多
く
の
死
傷
者
が

出
た
事
件
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
23

人
も
の
村
人
が
逮
捕
さ
れ
、
22
人
は

正
当
防
衛
が
認
め
ら
れ
釈
放
さ
れ
た

と
い
う
事
件
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事

情
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
、

耳
も
目
も
不
自
由
な
80
代
の
男
性
が

有
罪
と
な
り
、
今
も
独
房
暮
ら
し
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
パ
ー
ム
油
が
大
量
に
使
用

さ
れ
た
の
は
１
９
７
０
年
代
発
売
の

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
か
ら
と
い
わ
れ
、

現
在
は
年
間
50
万
ト
ン
を
輸
入
、
そ

の
９
割
が
マ
ー
ガ
リ
ン
、
揚
げ
油
、

チ
ョ
コ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の

食
品
部
門
に
、
残
り
１
割
が
石
け
ん
、

洗
剤
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
帯
林
を
奪
わ
れ
た
住
民
の
多
く

は
一
家
を
あ
げ
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
低
賃
金
（
月
８
０
０
０
円
程
度
）

で
生
計
を
立
て
、
子
供
た
ち
は
学
校

に
も
行
け
ず
、
も
ち
ろ
ん
読
み
書
き

も
出
来
ま
せ
ん
。
女
た
ち
は
防
具
も

無
し
に
ヤ
シ
の
木
の
消
毒
に
従
事
し
、

爪
の
変
形
を
は
じ
め
気
管
支
炎
、
流

産
な
ど
の
異
常
が
頻
発
し
失
明
し
た

者
さ
え
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
地
球
に
や
さ
し
い
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
自
分
の
周
辺
の
者
だ
け
の
自

己
満
足
だ
と
す
れ
ば
、
な
げ
か
わ
し

い
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

せ
め
て
、
環
境
破
壊
や
人
権
侵
害
を

犯
し
て
作
ら
れ
た
製
品
は
買
わ
な
い

ぞ
、
と
い
う
心
が
ま
え
で
生
き
る
日

本
人
で
あ
り
た
い
も
の
と
思
う
の
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
…
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

                

　        

山
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生
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め
で
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希

望
を
聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　（
本
庁
）市
民
課

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広聴ファックス

広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　「開かれた市政」を推進するため
に、市民の皆さん一人ひとりが持っ
ている市政に対する意見、提言や要
望、苦情などをお聴かせください。

四万十市公式ホームページ
上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

ら
い  

と

そ
う  

き

  

み  

あ
か

  

ゆ   

な

い
く  

と

ゆ
う  

や

そ
う  

た

も
も  

か

 

し   

お
ん

 

み   

さ
と

か
ず  

や

 

ね    

ね

 

こ    

の

か
の  

こ

ぎ
ん  

じ

 

り    

こ

こ
う

も
　
も
　
か

こ   

こ   

な

ひ
か
り
こ

あ
か
つ
き

西
土
佐
江
川

西
土
佐
江
川



32

平
成
19
年
10
月
号

■
発
行/

四
万
十
市
　
■
編
集/

企
画
広
報
課

〒
７
８
７-

８
５
０
１

高
知
県
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
４-

１
１
１
１（
代
表
）
　
広
聴
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０-

４
５
９
７
８
７

四
万
十
市
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp
/

Ｅ

ー

メ

ー

ル
　k

o
u
h
o
u
@
c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp

広
報 

四
万
十
　 

平
成
19
年
10
月
号

：：

No.30

※
記
載
以
外
の
救
急
は
、
け
ん
み
ん
病
院
と
な
り
ま
す
。

◎
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
は
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

11月1日 

11月2日 

11月3日 

11月4日 

11月5日 

11月6日 

11月7日 

11月8日 

11月9日 

11月10日

11月11日

11月12日

11月13日

11月14日

11月15日

11月16日

11月17日

11月18日 

11月19日 

11月20日

11月21日

11月22日

11月23日

11月24日

11月25日 

11月26日

11月27日

11月28日

11月29日

11月30日 

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

吉 井 病 院     

市 民 病 院     

市 民 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

森 下 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

さ た け 小 児 科     

さくらクリニック        

幡 多 病 院     

竹 本 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

さくらクリニック    

市 民 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

中 村 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

中 村 病 院     

    

小 原 外 科 胃 腸 科     

竹 本 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

竹 本 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院            

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）２１２６  

（３４）２１２６  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）２０３０  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３７）２２５５  

（３５）２５５５  

（３４）６２１１  

（３５）４１５１  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３５）２５５５  

（３４）２１２６  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）３１７７  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）３１７７  

  

（３５）０１０８  

  
（３５）４１５１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３５）４１５１  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１      

21時まで   

21時まで   

８時30分～17時30分

17時30分～22時 

８時30分～17時30分

17時30分～22時 

21時まで   

21時まで   

21時まで   

22時まで   

21時まで   

18時まで   

９時～17時30分 

21時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで   

18時まで   

８時30分～17時30分 

17時30分～22時 

21時まで   

21時まで   

21時まで   

22時まで   

８時30分～17時 

  

   18時まで   

９時～17時30分 

17時30分～22時 

21時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで    

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

内　　科 外　　科
医療機関名 電　話 備　考

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

吉 井 病 院     

    

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

吉 井 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

さくらクリニック    

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

さくらクリニック    

市 民 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

吉 井 病 院     

正 木 整 形 外 科     

市 民 病 院     

小 原 外 科 胃 腸 科     

市 民 病 院     

佐 々 木 整 形 外 科     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院            

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

  

（３４）２１２６  

  
（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３５）２５５５  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３５）２５５５  

（３４）２１２６  

（３４）２１２６  

  
（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）５２５２  

（３４）２１２６  

（３５）０１０８  

（３４）２１２６  

（３４）７１７７  

  
（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１      

21時まで   

21時まで   

８時30分～17時30分 

  

８時30分～17時30分 

21時まで   

22時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで   

17時30分～22時 

９時～17時30分 

17時30分～22時 

21時まで   

22時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで   

18時まで   

18時～22時まで 

  
８時30分～17時30分 

21時まで   

22時まで   

21時まで   

21時まで   

９時～17時30分 

17時30分～22時 

18時まで   

18時～22時まで 

  ９時～17時   

   
21時まで   

22時まで   

21時まで   

21時まで   

21時まで    

医療機関名 電　話 備　考

11月の休日・夜間（21時まで）当直医
休日・夜間

※都合により変更もあります。医療機関にお問い合わせください。

kikaku
四角形

kikaku
テキストボックス
有料広告スペース 


